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１ 点検・評価の目的及び趣旨について  

   平成１８年１２月に約６０年ぶりに教育基本法が改正され、これからの教育の

あるべき姿及び目指すべき理念が明らかにされた。また、併せて学校教育法を

はじめとする教育関連法も改正された。  

   また、教育委員会については、その責任体制の明確化のため、「地方教育

行政の組織及び運営に関する法律」の一部が改正された。  

   ついては、教育委員会は、その権限に属する事務の管理及び執行の状況に

ついて点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、議会へ提出

するとともに、公表することが規定された。  

   本町教育委員会では、この法律の規定に基づき、令和２年度事業に係る事

務事業について報告書としてまとめたところである。  

 ○地方教育行政の組織及び運営に関する法律（一部抜粋）  

第２６条  教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により教育長に

委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第４項の規定により事務局職員

等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を

行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければ

ならない。  

２  教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する

者の知見の活用を図るものとする。  

２ 点検・評価の方法について   

（１）点検及び評価を行う項目については、「令和３年度白石町教育の指針」にお

ける重点目標及び関連主要事業とする。  

スケジュール 内   容  

７月１５日  各課による事務事業点検・自己評価  

９月２７日  評価委員会の意見聴取、報告書取りまとめ  

１０月１４日  教育委員会へ報告書（案）提案、承認  

１１月１８日  評価委員会へ最終報告書の提示  

１２月上旬  報告書を議会へ提出  

１２月上旬  公表（ホームページ等へ掲載）  

 



P2 
 

（２）白石町教育委員会では、教育に関し学識経験を有する者の知見を活用する

ために、白石町教育委員会評価委員会を設置し、その評価委員会による評

価をもとに事業の継続的な改善を図っていくこととする。  

   ○点検・評価のフロー図（Plan ⇒ Do ⇒ Check ⇒ Action） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ○評価委員の構成  

 氏  名  所  属  

委員  長  森  浩  也  日本漁船保険組合福岡県支所  

委員  小  池  みどり 白石町男女共同参画みらいネットの会  

委員  鶴  﨑 俊  昭  元白石町職員  

委員  島ノ江  佳  弘  元小学校校長  

委員  平  川  千  洋  福富保育園園長  

 

 

 

教育委員会の活動状況  

【白石町教育の指針】  

事務局 、教 育委員

の自己評価  

評価委員会による

第三者評価  
意見・評価  

改

善  
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３ 教育委員の活動状況等  

 （１）教育委員  

職  名  氏  名  備  考  

教育長  北  村   喜久次  任期（R 4.2.17～R 7.2.16） 

教育長職務代理者  稲  佐   英  明  任期（H31.2.17～R 3.9.30） 

教育長職務代理者  松  尾   博  之  
任期（R 2.2.17～R 6.2.16） 

※R3.10.1 から職務代理者  

委員  堤     王  宏  任期（R 4.2.17～R 8.2.16） 

委員  川  﨑  姿  子  任期（R 3.2.17～R 7.2.16） 

委員  一ノ瀬   ひとみ 任期（R 3.10.1～R 5.2.16） 

 

 （２）教育委員会の開催  

・年間１４回の開催（定例会１２回） 

・会議への附議事項の５３件、報告８４件  

附議事項の内容  

教育の重要施策に関すること  １４件  

予算編成に関すること  ５件  

規則・規定等に関すること  １７件  

教職員の人事に関すること  ３件  

各種委員の任命に関すること  ３件  

教科書の取扱に関すること  １件  

その他  １０件  

 

 （３）教育委員の活動  

   ・学校訪問  １１回  

   ・入学式・卒業式  ２２回（１１校） 

   ・学校行事１４回（運動会体育大会１１校、文化発表会３校） 

   ・教育委員研修、県教育委員総会等    ３７回  

   ・文化、生涯学習、スポーツ関係行事   ２４回  

   ・成人式   １回    
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（４）教育委員会の組織  

 

・教育総務係 

・学校教育係 

・新しい学校づくり係 

・学校給食係 

・須古小学校 

・六角小学校 

・白石小学校 

学校教育課      ・北明小学校 

・福富小学校 

・有明東小学校 

・有明西小学校 

・有明南小学校 

               ・白石中学校 

・福富中学校 

教育長            ・有明中学校 

 

・生涯学習係 

・生涯スポーツ係 

・国民スポーツ大会・ 

全国障害者スポーツ 

生涯学習課    大会推進係 

         ・白石公民館係 

・福富公民館係 

・有明公民館係 

・福富ゆうあい館係 

 

 

（５）情報の発信  

 ・広報白石への毎月掲載「シリーズ白石町の教育」「あるある文化財」「家庭教

育コラム」 

 ・ケーブルテレビの活用「学校行事、生涯学習課事業 PR と実績報告、ゆうあい

図書館・楽習館おすすめの本紹介」「しろいし子どもっ隊」  

 ・小中学校ホームページの充実  

 ・図書まつり、おはなし会、工作教室等による知の拠点づくり  
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４ 令和３年度主要事業の点検・実施状況  

（１） 白石町教育の指針における重点目標の点検・実施状況  

No 重点目標（主要事業点検・評価シート） 評価  ﾍﾟｰｼﾞ 

確かな学力の育成と時代のニーズに対応した教育の推進  

１ 学校教育支援員（ｽｸｰﾙｱｼｽﾀﾝﾄ）配置事業  A P６ 

２ 学校ＩＣＴ教育推進事業  A P７ 

３ 外国青年語学指導助手設置事業  A P８ 

４ 就学等支援事業  A P９ 

豊かな心、健やかな体を育てる教育の推進  

５ スクールカウンセラー配置事業  A P１０ 

６ 教育支援室事業  A P１１ 

７ 学校給食事業  A P１２ 

教職員の資質・能力の向上  

８ 白石町教育研究会補助事業  A P１３ 

生涯学習まちづくりと地域コミュニケーションの推進  

９ 講座・教室の開催  A P１４ 

１０ ゆうあい図書館教室等の開催  A P１５ 

青少年の健全育成  

１１ 家庭教育啓発事業  A P１６ 

１２ 漁村民泊体験活動事業  ― P１７ 

生涯スポーツ・レクリエーションの振興  

１３ 「スポーツ・健康増進のまち宣言」の普及推進  B P１８ 

１４ オリンピック聖火リレー開催事業  A P１９ 

１５ 国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会等の推進  A P２０ 

郷土文化の保存・伝承と芸術・文化の振興  

１６ 須古城跡環境整備事業  A P２１ 

教育行政（教育委員会）に対する町民の理解促進  

１７ 白石町教育の明日を考える集会  A P２２ 

 小中学校再編に関する取組  

１８ 新設中学校「新しい学校づくり準備委員会」の設置  A P２３ 

１９ 中学校再編に伴う施設整備  A P２４ 

 



第
4

章
第

1
節

（
）

1
事

業
概

要

2
事

業
実

績
支

援
員

賃
金

小
学

校
（
4
0
人

）
報

酬
　

2
9
,7

9
4
,8

2
5
円

（
2
8
,7

7
1
時

間
）
期

末
手

当
　

4
,7

4
2
,0

7
0
円

　
通

勤
費

用
弁

償
　

1
,6

1
1
,0

0
0
円

　
　

計
　

3
6
,1

4
7
,8

9
5
円

中
学

校
（
1
2
人

）
報

酬
　

9
,9

7
5
,6

0
0
円

（
9
,6

0
0
時

間
）
期

末
手

当
　

1
,9

1
9
,2

1
5
円

　
通

勤
費

用
弁

償
　

　
3
4
1
,9

2
3
円

　
　

計
　

1
2
,2

3
6
,7

3
8
円

延
べ

4
7
人

１
時

間
当

た
り

1
,0

2
1
円

～
1
,0

4
0
円

1
事

業
効

果
Ａ

：
十

分
達

成
し

た

Ｂ
：
あ

る
程

度
達

成

2
課

題
Ｃ

：
達

成
が

不
十

分
で

あ
る

Ｄ
：
達

成
に

は
程

遠
い

P6

N
o
.1

  

財
　

　
源

　
　

内
　

　
訳

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
(単

位
：千

円
)

判 定

「
白

石
町

教
育

の
指

針
」

重
点

目
標

と
の

関
連

決
算

額
4
8,

38
5

国
庫

県
費

地
方

債
そ

の
他

一
般

財
源

白
石

町
総

合
計

画
基

本
構

想
個

性
豊

か
な

人
と

文
化

を
育

む
ま

ち
【
教

育
文

化
の

向
上

】
基

本
計

画
個

性
豊

か
で

優
れ

た
人

材
の

育
成

（人
と

大
地

が
う

る
お

い
輝

く
豊

穣
の

ま
ち

）

令
和

３
年

度
 白

石
町

教
育

委
員

会
　

主
要

事
業

点
検

・評
価

シ
ー

ト

事
業

名
学

校
教

育
支

援
員

配
置

事
業

担
当

部
署

学
校

教
育

課
　

教
育

総
務

係

計
　

4
8
,3

8
4
,6

3
3
円

評
価

4
8
,3

8
5

①
　

確
か

な
学

力
の

育
成

と
時

代
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

教
育

の
推

進
（最

終
予

算
額

）
5
0
,4

6
2

A

内 　 　 　 　 　 容

　
学

校
現

場
で

は
、

不
登

校
（
別

室
登

校
を

含
む

）
児

童
生

徒
へ

の
対

応
、

障
が

い
等

で
特

別
な

支
援

が
必

要
な

児
童

生
徒

へ
の

対
応

、
補

充
学

習
に

よ
る

学
力

の
向

上
へ

の
対

応
な

ど
、

児
童

生
徒

の
個

に
応

じ
た

支
援

の
充

実
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

し
か

し
な

が
ら

限
ら

れ
た

人
員

（
教

職
員

）
で

の
対

応
で

は
十

分
な

支
援

を
行

う
こ

と
が

で
き

て
い

な
い

状
況

に
あ

る
。

　
そ

こ
で

、
学

校
現

場
で

児
童

生
徒

へ
の

個
別

対
応

等
に

適
し

た
教

育
支

援
員

を
配

置
し

、
早

期
の

状
況

把
握

と
適

切
な

支
援

を
図

る
。

ま
た

、
児

童
生

徒
へ

の
き

め
細

や
か

な
支

援
と

事
務

支
援

を
行

う
支

援
員

の
配

置
に

よ
り

教
職

員
の

負
担

軽
減

を
図

る
も

の
。

≪
補

助
の

内
容

≫
・
特

別
支

援
学

級
の

児
童

生
徒

へ
の

対
応

補
助

・
不

登
校

及
び

別
室

登
校

で
あ

る
児

童
生

徒
へ

の
対

応
補

助
・
障

が
い

等
に

よ
り

個
別

対
応

が
必

要
な

児
童

生
徒

へ
の

対
応

・
授

業
や

補
充

学
習

の
指

導
補

助
・
学

校
行

事
に

お
け

る
指

導
及

び
準

備
運

営
補

助
・
学

校
事

務
補

助
・
そ

の
他

、
事

業
の

趣
旨

に
照

ら
し

校
長

が
必

要
と

認
め

る
校

務
・
指

導
補

助

　
各

学
校

に
教

育
支

援
員

を
配

置
し

、
児

童
生

徒
の

そ
れ

ぞ
れ

の
状

況
に

応
じ

た
適

切
な

支
援

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
児

童
生

徒
へ

の
き

め
細

や
か

な
指

導
・

支
援

が
図

ら
れ

た
。

　
学

校
教

育
支

援
員

の
任

用
に

当
た

り
、

学
校

が
運

用
し

や
す

い
よ

う
な

配
置

を
可

能
と

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
報

酬
、

期
末

手
当

、
通

勤
費

用
弁

償
等

個
々

で
の

管
理

・
計

算
が

必
要

と
な

り
、

経
理

を
管

理
す

る
学

校
教

育
課

の
負

担
が

か
な

り
大

き
く
な

っ
て

い
る

。
　 ※

各
校

に
時

間
を

配
分

し
、

そ
れ

ぞ
れ

子
ど

も
達

に
対

応
で

き
る

よ
う

各
学

校
教

育
支

援
員

の
配

置
計

画
が

な
さ

れ
て

い
た

が
、

各
種

休
暇

を
付

与
さ

せ
る

　
 た

め
 必

ず
し

も
配

分
時

間
で

の
活

用
が

出
来

な
く
な

っ
た

。



第
4

章
第

1
節

（
）

そ
の

他
財

源
　

：　
ふ

る
さ

と
基

金
１

　
事

業
概

要
（１

）目
的

（２
）事

業
内

容 →
１

１
小

中
学

校
に

６
名

の
ＩＣ

Ｔ
支

援
員

を
配

置
し

、
授

業
支

援
等

の
実

施
及

び
障

害
発

生
時

の
復

旧
対

応
の

支
援

を
行

う
。

・小
中

学
校

校
務

用
Ｐ

Ｃ
等

更
新

事
業

（更
新

作
業

委
託

／
機

器
リ

ー
ス

料
）

→
小

中
学

校
の

教
職

員
利

用
の

校
務

用
Ｐ

Ｃ
の

一
斉

更
新

。
・小

中
学

校
電

子
黒

板
等

更
新

事
業

（更
新

作
業

委
託

／
機

器
リ

ー
ス

料
）

→
小

中
学

校
配

置
の

電
子

黒
板

の
一

斉
更

新
。

２
　

事
業

実
績

学
校

内
ＩＣ

Ｔ
周

辺
機

器
等

の
更

新
 他

学
校

内
ＩＣ

Ｔ
周

辺
機

器
等

の
修

繕
 他

C
hr

o
m

eb
o
o
kL

T
E
モ

デ
ル

モ
バ

イ
ル

通
信

料
（６

９
０

台
）他

IC
T
支

援
業

務
委

託
料

小
中

学
校

校
務

用
Ｐ

Ｃ
等

更
新

作
業

業
務

委
託

小
中

学
校

電
子

黒
板

等
更

新
作

業
業

務
委

託
ＩＣ

Ｔ
周

辺
機

器
廃

棄
業

務
委

託
料

 他
校

務
用

Ｐ
Ｃ

、
電

子
黒

板
等

、
そ

の
他

ＩＣ
Ｔ

機
器

リ
ー

ス
料

授
業

目
的

公
衆

送
信

補
償

金

Ａ
：
十

分
達

成
し

た

1
事

業
効

果
Ｂ

：
あ

る
程

度
達

成

Ｃ
：
達

成
が

不
十

分
で

あ
る

Ｄ
：
達

成
に

は
程

遠
い

2
課

題

計
70

,0
78

,9
61

 円

評
価

　
ＩＣ

Ｔ
支

援
員

の
配

置
に

よ
り

、
教

職
員

の
新

た
な

学
習

指
導

環
境

へ
の

対
処

の
一

助
と

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
各

種
ＩＣ

Ｔ
機

器
の

更
新

に
よ

り
、

教
職

員
の

授
業

環
境

の
改

善
及

び
校

務
の

効
率

化
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
で

き
た

。

判 定
A

　
IC

T
支

援
員

を
配

置
し

た
こ

と
に

よ
り

、
教

師
の

負
担

軽
減

に
つ

な
が

っ
て

い
る

が
、

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

へ
具

体
的

な
取

り
組

み
方

法
の

検
討

が
必

要
で

あ
る

。
１

人
１

台
Ｐ

Ｃ
（C

hr
o
m

eb
o
o
k）

に
あ

っ
て

は
通

信
費

・
修

繕
費

等
ラ

ン
ニ

ン
グ

コ
ス

ト
の

増
大

が
課

題
で

あ
る

。

13
.使

用
料

及
び

賃
借

料
13

,8
77

,9
16

 円
そ

の
他

使
用

料
13

,8
14

,4
11

 円
63

,5
05

 円

11
.役

務
費

5,
4
21

,3
60

 円
通

信
運

搬
費

5,
42

1,
36

0 
円

12
.委

託
料

50
,4

64
,6

67
 円

そ
の

他
委

託
料

38
,2

80
,0

00
 円

7,
35

9,
00

0 
円

4,
07

9,
86

7 
円

74
5,

80
0 

円

①
　

確
か

な
学

力
の

育
成

と
時

代
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

教
育

の
推

進
（最

終
予

算
額

）
77

,8
25

内 　 　 　 　 　 容

令
和

２
年

度
に

G
IG

A
ス

ク
ー

ル
構

想
に

お
い

て
１

人
１

台
整

備
・配

置
し

た
ノ

ー
ト

型
パ

ソ
コ

ン
（C

hr
o
m

eb
o
o
k）

の
有

効
活

用
を

図
り

、
資

質
・能

力
が

一
層

確
実

に
育

成
で

き
る

教
育

ＩＣ
Ｔ

環
境

を
実

現
す

る
。

ま
た

、
教

員
の

授
業

改
善

、
校

務
の

効
率

化
を

図
る

。

・Ｉ
Ｃ

Ｔ
支

援
業

務
委

託
事

業

節
決

算
額

細
節

内
容

説
明

10
.需

用
費

31
5,

01
8 

円
消

耗
品

費
98

,3
18

 円
修

繕
料

21
6,

70
0 

円

一
般

財
源

70
,0

00
79

70
,0

79
国

庫
県

費
地

方
債

そ
の

他

P7

令
和

３
年

度
 白

石
町

教
育

委
員

会
　

主
要

事
業

点
検

・
評

価
シ

ー
ト

N
o
.2

  

事
業

名
学

校
IC

T
教

育
推

進
事

業
担

当
部

署
学

校
教

育
課

　
学

校
教

育
係

白
石

町
総

合
計

画
基

本
構

想
個

性
豊

か
な

人
と

文
化

を
育

む
ま

ち
【教

育
文

化
の

向
上

】
基

本
計

画
個

性
豊

か
で

優
れ

た
人

材
の

育
成

（人
と

大
地

が
う

る
お

い
輝

く
豊

穣
の

ま
ち

）

財
　

　
源

　
　

内
　

　
訳

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
(単

位
：千

円
)

「白
石

町
教

育
の

指
針

」
重

点
目

標
と

の
関

連
決

算
額



第
4

章
第

1
節

（
）

1
事

業
概

要

2
事

業
実

績

報
酬

円
職

員
手

当
期

末
手

当
円

白
石

中
学

校
配

置
A

L
T
　

　
　

ギ
ブ

ソ
ン

Ｊ
ｒ・

ラ
イ

オ
ネ

ル
旅

費
通

勤
費

用
弁

償
円

福
富

中
学

校
配

置
A

L
T
　

　
　

ア
ル

ス
パ

ー
Ⅲ

・
ウ

イ
リ

ア
ム

特
別

旅
費

円
有

明
中

学
校

配
置

A
L
T
　

　
　

ク
ロ

フ
ォ

ー
ド

・
ア

ン
ド

リ
ュ

ー
需

用
費

消
耗

品
費

円
燃

料
費

円
各

８
小

学
校

へ
3
0
～

5
0
回

程
度

派
遣

、
各

８
保

育
園

へ
4
回

程
度

派
遣

修
繕

費
円

役
務

費
手

数
料

(A
L
T
住

宅
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ)

負
担

金
社

会
保

険
料

等
円 円

計
円

Ａ
：
十

分
達

成
し

た

1
事

業
効

果
Ｂ

：
あ

る
程

度
達

成

生
き

た
英

語
に

触
れ

る
こ

と
に

よ
り

、
英

語
を

身
近

に
感

じ
、

英
語

暗
唱

大
会

等
で

は
優

秀
な

成
績

を
収

め
る

な
ど

成
果

を
上

げ
た

。
Ｃ

：
達

成
が

不
十

分
で

あ
る

本
町

内
に

お
け

る
数

少
な

い
ネ

イ
テ

ィ
ブ

ス
ピ

ー
カ

ー
と

し
て

の
有

用
性

は
大

き
い

。
Ｄ

：
達

成
に

は
程

遠
い

A
L
T
の

配
置

に
よ

り
子

ど
も

た
ち

の
国

際
理

解
の

た
め

の
学

習
が

進
ん

で
い

る
。

2
課

題
　

小
学

校
の

外
国

語
対

応
の

時
間

の
増

加
に

伴
い

、
昨

年
同

様
こ

れ
ま

で
の

よ
う

に
保

育
園

及
び

幼
稚

園
へ

の
派

遣
が

困
難

と
な

っ
て

い
る

。
そ

こ
で

、
次

年
度

は
学

校
の

長
期

休
業

期
間

を
利

用
し

訪
問

を
行

う
こ

と
を

検
討

し
て

い
る

。
ま

た
現

在
、

直
接

任
用

で
3
人

雇
用

し
て

お
り

、
各

々
日

本
語

も
堪

能
で

非
常

に
優

秀
で

あ
る

。
今

後
も

こ
の

よ
う

に
優

秀
な

A
L
T
を

確
保

し
て

い
く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

0

1
1
,7

0
0
,0

0
0

2
0
,9

0
0

一
般

財
源

個
性

豊
か

で
優

れ
た

人
材

の
育

成

財
　

　
源

　
　

内
　

　
訳

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
(単

位
：
千

円
)

（
最

終
予

算
額

）
1
6
,3

3
7

白
石

町
総

合
計

画
基

本
構

想
個

性
豊

か
な

人
と

文
化

を
育

む
ま

ち
【教

育
文

化
の

向
上

】
（
人

と
大

地
が

う
る

お
い

輝
く
豊

穣
の

ま
ち

）

基
本

計
画

県
費

地
方

債
そ

の
他

P8

N
o
.3

  
令

和
３

年
度

 白
石

町
教

育
委

員
会

　
主

要
事

業
点

検
・
評

価
シ

ー
ト

事
業

名
外

国
青

年
語

学
指

導
助

手
設

置
事

業
担

当
部

署
学

校
教

育
課

　
教

育
総

務
係 判 定

①
　

確
か

な
学

力
の

育
成

と
時

代
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

教
育

の
推

進

「
白

石
町

教
育

の
指

針
」

重
点

目
標

と
の

関
連

決
算

額
1
3
,1

7
1

国
庫

A
評

価

内 　 　 　 　 　 容

3
2
,6

5
8

1
3
,1

7
1

2
,2

7
6
,2

4
7

2
,0

4
0
,2

2
5

1
6
,1

7
0
,8

3
0

1
0
0
,8

0
0 0 0

　
英

語
を

も
っ

と
身

近
に

、
親

し
み

を
持

つ
こ

と
が

で
き

る
環

境
を

子
ど

も
た

ち
に

与
え

る
こ

と
を

目
的

と
し

、
中

学
校

を
中

心
に

町
内

の
小

学
校

、
保

育
園

、
幼

稚
園

で
、

子
ど

も
達

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
を

高
め

る
た

め
３

人
の

配
置

に
よ

る
活

動
を

行
う

。

　
中

学
校

に
お

け
る

外
国

語
授

業
の

補
助

な
ど

各
ク

ラ
ス

週
１

回
の

英
語

の
授

業
等

に
参

加
し

、
小

学
校

で
は

外
国

語
授

業
及

び
外

国
語

活
動

の
指

導
支

援
に

取
り

組
む

。
ま

た
、

町
内

の
保

育
園

、
幼

稚
園

を
訪

問
し

、
ゲ

ー
ム

等
を

通
し

て
園

児
と

の
交

流
を

図
る

。
町

内
の

さ
ま

ざ
ま

な
イ

ベ
ン

ト
に

、
積

極
的

に
参

加
し

英
会

話
を

広
め

な
が

ら
交

流
を

図
っ

た
。

３
人

と
も

日
本

語
が

堪
能

で
あ

る
た

め
、

学
校

側
と

の
打

合
せ

が
ス

ム
ー

ズ
に

で
き

た
。

ま
た

、
教

育
支

援
室

コ
ン

フ
ォ

ー
ト

ス
ペ

ー
ス

「
あ

い
」
に

も
出

向
い

て
い

き
入

室
生

と
触

れ
合

う
こ

と
で

新
し

い
風

を
吹

き
込

む
こ

と
が

出
来

た
。



第
4

章
第

1
節

（
）

1
事

業
概

要
　

児
童

生
徒

の
障

が
い

の
状

態
や

特
性

等
の

客
観

的
な

情
報

に
基

づ
き

、
地

域
・
社

会
の

実
情

に
応

じ
て

適
正

な
就

学
が

図
ら

れ
る

よ
う

指
導

・
助

言
を

行
う

。

2
事

業
実

績

就
学

時
健

康
診

断
　

１
０

月
１

４
日

（
木

）
・
１

５
日

（
金

）
・
１

８
日

（
月

）
・
２

７
日

（
水

）
　

福
富

ゆ
う

あ
い

館

教
育

支
援

委
員

会
　

第
１

回
　

　
６

月
２

５
日

(金
)　

通
級

対
象

者
　

第
２

回
　

１
１

月
　

９
日

(火
)　

次
年

度
の

就
学

先

Ａ
：
十

分
達

成
し

た

1
事

業
効

果
Ｂ

：
あ

る
程

度
達

成

Ｃ
：
達

成
が

不
十

分
で

あ
る

Ｄ
：
達

成
に

は
程

遠
い

2
課

題
評

価

　
学

識
経

験
者

、
医

師
、

教
育

職
員

、
県

及
び

本
町

の
専

門
的

職
員

等
の

専
門

家
か

ら
な

る
「
白

石
町

教
育

支
援

委
員

会
」
を

設
置

、
就

学
相

談
会

等
を

開
催

す
る

な
ど

、
児

童
及

び
生

徒
の

就
学

の
適

正
化

が
図

ら
れ

た
。

判 定
A

　
通

級
指

導
教

室
に

つ
い

て
は

、
町

内
は

福
富

小
学

校
と

有
明

西
小

学
校

、
白

石
中

学
校

に
あ

る
が

、
年

々
、

通
級

指
導

教
室

に
通

う
児

童
生

徒
が

増
加

傾
向

に
あ

り
、

新
規

の
教

室
開

設
の

働
き

か
け

を
県

（
国

）
へ

引
き

続
き

行
う

必
要

が
あ

る
。

1
4
人

 

有
明

西
小

学
校

言
語

障
害

1
0
人

 
L
D

/
A

D
H

D
1
1
人

 

就
学

事
務

消
耗

品
費

・
色

覚
検

査
表

購
入

4
1
,9

1
8
円

印
刷

製
本

費
入

学
通

知
、

健
康

診
断

案
内

通
知

等

白
石

中
学

校
（
巡

回
型

）
L
D

/
A

D
H

D
1
3
人

 

1
5
,9

7
2
円

合
　

　
計

5
3
0
,0

1
0
円

通 級 設 置 校

福
富

小
学

校
言

語
障

害
1
3
人

 
L
D

/
A

D
H

D

①
　

確
か

な
学

力
の

育
成

と
時

代
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

教
育

の
推

進
（
最

終
予

算
額

）
5
7
8

内 　 　 　 　 　 容

0
7
.報

償
費

そ
の

他
報

償
費

就
学

時
健

康
診

断
（医

師
・歯

科
校

医
・歯

科
衛

生
士

）報
償

費
（1

6人
）

2
7
6
,2

4
0
円

教
育

支
援

委
員

会
・
教

育
相

談
会

報
酬

(4
人

)
1
6
0
,0

0
0
円

0
8
.旅

費
普

通
旅

費
教

育
支

援
委

員
会

委
員

及
び

就
学

相
談

会
相

談
員

旅
費

3
5
,8

8
0
円

1
0
.需

用
費

消
耗

品
費

一
般

財
源 5

3
1

5
3
1

国
庫

県
費

地
方

債
そ

の
他

P9

令
和

３
年

度
 白

石
町

教
育

委
員

会
　

主
要

事
業

点
検

・
評

価
シ

ー
ト

N
o
.4

事
業

名
就

学
等

支
援

事
業

担
当

部
署

学
校

教
育

課
　

学
校

教
育

係

白
石

町
総

合
計

画
基

本
構

想
個

性
豊

か
な

人
と

文
化

を
育

む
ま

ち
【教

育
文

化
の

向
上

】
基

本
計

画
個

性
豊

か
で

優
れ

た
人

材
の

育
成

（人
と

大
地

が
う

る
お

い
輝

く
豊

穣
の

ま
ち

）

財
　

　
源

　
　

内
　

　
訳

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
(単

位
：
千

円
)

「
白

石
町

教
育

の
指

針
」

重
点

目
標

と
の

関
連

決
算

額



第
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第

3
節

（
）

1
事

業
概

要

①
 児

童
へ

の
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

②
 保

護
者

へ
の

助
言

・
援

助
③

 児
童

集
団

、
学

級
や

学
校

等
集

団
に

対
す

る
ア

セ
ス

メ
ン

ト
と

助
言

・援
助

④
 児

童
の

困
難

・
ス

ト
レ

ス
へ

の
対

処
方

法
、

児
童

へ
の

心
の

教
育

に
資

す
る

全
て

の
児

童
を

対
象

と
し

た
心

理
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

等
の

実
施

⑤
 不

登
校

、
い

じ
め

や
暴

力
行

為
等

問
題

行
動

、
子

供
の

貧
困

、
虐

待
等

を
学

校
と

し
て

認
知

し
た

場
合

、
自

然
災

害
、

突
発

的
な

事
件

・事
故

が
発

生
し

た
際

の
援

助
⑥

 教
職

員
へ

の
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

⑦
 教

職
員

の
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

能
力

等
の

向
上

の
た

め
の

校
内

研
修

の
実

施

2
事

業
実

績
●

相
談

件
数

、
延

べ
相

談
人

数

14
4

18
8

14
3

15
4

39
4

12
0

13
1

9
9

41
6

48
2

39
4

※
総

委
嘱

時
間

　
５

８
０

時
間

Ａ
：
十

分
達

成
し

た

1
事

業
効

果
Ｂ

：
あ

る
程

度
達

成

Ｃ
：
達

成
が

不
十

分
で

あ
る

Ｄ
：
達

成
に

は
程

遠
い

2
課

題
判 定

A
評

価

　
時

間
的

な
制

限
が

あ
る

中
、

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

に
よ

る
専

門
的

な
診

断
と

対
処

法
が

示
さ

れ
、

家
庭

も
学

校
も

共
通

理
解

の
下

で
子

ど
も

の
成

長
を

見
守

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
保

護
者

や
教

職
員

を
対

象
と

し
た

子
育

て
に

関
す

る
研

修
会

を
多

く
実

施
し

て
も

ら
い

、
現

代
の

小
学

生
に

対
す

る
理

解
が

深
ま

っ
た

。
さ

ら
に

、
保

護
者

の
精

神
的

な
安

定
を

得
る

た
め

、
問

題
を

抱
え

る
児

童
の

保
護

者
と

定
期

的
な

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。

　
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
の

来
校

日
数

は
人

的
制

約
に

よ
り

限
界

が
あ

る
が

、
相

談
に

対
す

る
需

要
は

年
々

増
加

の
傾

向
に

あ
り

、
特

に
Ｒ

３
年

度
は

昨
年

度
と

比
し

て
１

０
％

以
上

も
増

加
し

て
い

る
。

有
資

格
者

人
員

・
相

談
時

間
の

適
正

確
保

が
喫

緊
の

課
題

で
あ

る
。

※
委

嘱
者

　
白

石
忠

明
 氏

（須
古

小
・白

石
小

・北
明

小
・有

東
小

・有
西

小
・有

南
小

）
教

職
員

舩
津

愛
 氏

（六
角

小
）

保
護

者
古

賀
央

子
 氏

（福
富

小
）

そ
の

他

決
算

額
3
,0

1
1

07
.報

償
費

謝
礼

及
び

謝
金

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

謝
金

2,
88

0,
00

0円

（最
終

予
算

額
）

3,
15

5

内 　 　 　 　 　 容

　
児

童
指

導
上

の
諸

課
題

で
あ

る
い

じ
め

や
不

登
校

等
に

対
応

す
る

た
め

、
生

徒
の

臨
床

心
理

に
関

し
て

高
度

な
専

門
的

知
識

・経
験

を
有

す
る

「ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

」を
小

学
校

に
派

遣
し

、
以

下
に

挙
げ

る
学

校
に

お
け

る
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

機
能

の
充

実
を

図
る

。

0
8.

旅
費

普
通

旅
費

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

交
通

費
13

0,
80

4円
合

　
　

計
3,

01
0,

80
4円

児
童

合
　

計
件

数
人

数
情

報
伝

達
回

数

国
庫

県
費

地
方

債
そ

の
他

②
　

豊
か

な
心

、
健

や
か

な
体

を
育

て
る

教
育

の
推

進
1,

01
0

2,
00

1

P10

令
和

３
年

度
 白

石
町

教
育

委
員

会
　

主
要

事
業

点
検

・
評

価
シ

ー
ト

N
o
.5

事
業

名
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
配

置
事

業
担

当
部

署
学

校
教

育
課

　
学

校
教

育
係

（
人

と
大

地
が

う
る

お
い

輝
く
豊

穣
の

ま
ち

）
財

　
　

源
　

　
内

　
　

訳
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

(単
位

：
千

円
)

「白
石

町
教

育
の

指
針

」
重

点
目

標
と

の
関

連

白
石

町
総

合
計

画
基

本
構

想
個

性
豊

か
な

人
と

文
化

を
育

む
ま

ち
【教

育
文

化
の

向
上

】
基

本
計

画
個

性
豊

か
で

優
れ

た
人

材
の

育
成

一
般

財
源



第
4

章
第

1
節

（
）

1
事

業
概

要

2
事

業
実

績
報

酬
支

援
員

報
酬

（
３

名
）

円
職

員
手

当
期

末
手

当
円

旅
費

通
勤

費
用

弁
償

円
令

和
３

年
度

不
登

校
児

童
生

徒
数

普
通

旅
費

円

需
用

費
消

耗
品

費
円

燃
料

費
円

修
繕

料
円

役
務

費
通

信
運

搬
費

円
令

和
３

年
度

「
あ

い
」
入

室
者

数
手

数
料

円
自

動
車

損
害

保
険

料
円

使
用

料
及

び
賃

借
料

テ
レ

ビ
受

信
料

円
備

品
購

入
費

そ
の

他
備

品
購

入
費

円
公

課
費

自
動

車
重

量
税

円

支
援

員
：
木

原
正

和
（
主

任
支

援
員

）
、

田
中

智
子

、
森

田
公

惠

Ａ
：
十

分
達

成
し

た

1
事

業
効

果
Ｂ

：
あ

る
程

度
達

成

Ｃ
：
達

成
が

不
十

分
で

あ
る

Ｄ
：
達

成
に

は
程

遠
い

2
課

題

P11

N
o
.6

  

7
6
,0

7
6

1
3
0
,6

0
0 0

1
5
6
,0

0
0

1
3
,3

7
6

5
1
,5

3
5

4
3
,6

5
4

令
和

３
年

度
 白

石
町

教
育

委
員

会
　

主
要

事
業

点
検

・
評

価
シ

ー
ト

事
業

名
教

育
支

援
室

事
業

担
当

部
署

学
校

教
育

課
　

教
育

総
務

係

白
石

町
総

合
計

画
基

本
構

想
個

性
豊

か
な

人
と

文
化

を
育

む
ま

ち
【教

育
文

化
の

向
上

】
基

本
計

画
個

性
豊

か
で

優
れ

た
人

材
の

育
成

（
人

と
大

地
が

う
る

お
い

輝
く
豊

穣
の

ま
ち

）

財
　

　
源

　
　

内
　

　
訳

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
(単

位
：
千

円
)

「
白

石
町

教
育

の
指

針
」

重
点

目
標

と
の

関
連

決
算

額
4
,6

6
3

国
庫

県
費

地
方

債
そ

の
他

一
般

財
源

3
,0

0
0

1
,6

6
3

②
　

豊
か

な
心

、
健

や
か

な
体

を
育

て
る

教
育

の
推

進
（
最

終
予

算
額

）
4
,7

9
4

評
価

判 定

内 　 　 　 　 　 容

　
　

心
理

的
又

は
情

緒
的

理
由

等
に

よ
り

登
校

で
き

な
い

状
態

に
あ

る
児

童
生

徒
に

対
し

て
、

個
別

や
小

集
団

で
の

支
援

、
指

導
、

援
助

を
行

い
自

立
を

促
し

な
が

ら
集

団
生

活
に

適
応

す
る

力
を

育
む

。
学

校
へ

の
早

期
復

帰
や

社
会

性
を

育
成

す
る

援
助

を
行

う
た

め
、

教
育

支
援

室
コ

ン
フ

ォ
ー

ト
ス

ペ
ー

ス
「
あ

い
」
を

開
設

、
支

援
員

を
配

置
し

、
保

護
者

か
ら

の
相

談
、

児
童

生
徒

へ
の

支
援

、
指

導
、

援
助

を
行

う
も

の
。

　
・
場

 　
所

　
　

白
石

町
交

流
館

　
ゆ

め
て

ら
す

　
2
階

　
・
支

援
員

　
　

専
任

支
援

員
３

名
：
常

時
２

名
（
会

計
年

度
任

用
職

員
３

名
：
主

任
支

援
員

1
名

、
支

援
員

２
名

）

３
０

日
以

上
３

０
日

未
満

63

0
中

学
校

8

1
2
,7

0
0

　
家

庭
に

引
き

こ
も

り
が

ち
な

不
登

校
の

子
ど

も
た

ち
に

と
っ

て
、

学
校

復
帰

へ
の

ワ
ン

ス
テ

ッ
プ

と
し

て
の

役
割

を
果

た
し

て
い

る
。

教
育

支
援

室
に

お
け

る
さ

ま
ざ

ま
な

活
動

、
通

室
生

一
人

一
人

に
応

じ
た

対
応

が
十

分
に

と
ら

れ
、

心
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

充
足

す
る

場
と

な
っ

て
い

る
。

子
ど

も
達

は
、

教
育

支
援

室
内

で
自

ら
学

習
に

取
り

組
む

姿
も

見
受

け
ら

れ
る

よ
う

に
な

り
「
や

る
気

」
の

向
上

が
見

ら
れ

る
。

ま
た

、
登

校
及

び
通

室
出

来
る

日
数

が
増

え
て

き
て

い
る

。

　
入

室
児

童
生

徒
の

早
期

の
学

校
へ

の
復

帰
。

　
家

庭
に

引
き

こ
も

り
が

ち
な

子
ど

も
た

ち
に

つ
い

て
、

保
護

者
、

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

及
び

各
学

校
と

教
育

支
援

室
の

連
携

強
化

。

入
室

者

計

3
39

小
学

校
中

学
校

小
学

校

4
,6

6
2
,9

4
1

円

5
1
4
,6

9
1

3
7
,8

0
0

4
9
,5

6
7

3
,5

5
6
,9

3
2

Ａ

2
0
,0

1
0



第
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節

（
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1
事

業
概

要

・給
食

セ
ン

タ
ー

　
米

飯
（全

11
校

）
、

副
食

（
白

石
小

、
六

角
小

、
須

古
小

、
北

明
小

、
白

石
中

、
福

富
中

）

・福
富

小
調

理
場

（副
食

）、
有

明
東

小
調

理
場

（副
食

）、
有

明
西

小
調

理
場

（副
食

）、
有

明
南

小
調

理
場

（副
食

）、
有

明
中

調
理

場
（副

食
）

2
事

業
実

績

歳
入

（単
位

：円
）

歳
出

（
単

位
：
円

）

Ａ
：
十

分
達

成
し

た

1
事

業
効

果
Ｂ

：
あ

る
程

度
達

成

Ｃ
：
達

成
が

不
十

分
で

あ
る

Ｄ
：
達

成
に

は
程

遠
い

2
課

題

（人
と

大
地

が
う

る
お

い
輝

く
豊

穣
の

ま
ち

）

財
　

　
源

　
　

内
　

　
訳

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
(単

位
：千

円
)

「
白

石
町

教
育

の
指

針
」

重
点

目
標

と
の

関
連

決
算

額
20

3
,2

44
国

庫
県

費
地

方
債

P12

令
和

３
年

度
 白

石
町

教
育

委
員

会
　

主
要

事
業

点
検

・評
価

シ
ー

ト
N

o
.7

　

事
業

名
学

校
給

食
事

業
担

当
部

署
学

校
教

育
課

　
学

校
給

食
係

白
石

町
総

合
計

画
基

本
構

想
個

性
豊

か
な

人
と

文
化

を
育

む
ま

ち
【
教

育
文

化
の

向
上

】

そ
の

他
一

般
財

源

7
7
,0

9
5

1
2
6
,1

4
9

基
本

計
画

個
性

豊
か

で
優

れ
た

人
材

の
育

成

②
　

豊
か

な
心

、
健

や
か

な
体

を
育

て
る

教
育

の
推

進
（最

終
予

算
額

）
2
1
1
,1

1
2

内 　 　 　 　 　 容

※
そ

の
他

財
源

内
訳

（
単

位
：
千

円
）

・
現

年
度

給
食

費
7
7
,0

30

・
ふ

る
さ

と
基

金

調
理

場
人

員
体

制
(R

3)
給

食
調

理
数

(R
3
)

畜
産

振
興

協
議

会
6
5

事
務

職
員

調
理

員
業

務
員

（
配

送
員

）
学

校
栄

養
職

員
合

計
児

童
生

徒
数

教
職

員
数

合
計

合
計

7
7
,0

95

給
食

セ
ン

タ
ー

3
1
3

4
1

21
89

0
13

8
1
,0

2
8

福
富

小
6

1
7

24
4

29
2
7
3

有
明

東
小

4
4

12
1

27
1
4
8

有
明

西
小

3
3

12
5

25
1
5
0

59
,7

00

10
7

22
1
2
9

有
明

中
5

1
6

21
5

有
明

南
小

4
4

30
2
4
5

合
　

　
　

　
　

　
計

77
,6

18
,7

08

調
理

場
給

食
セ

ン
タ

ー
福

富
小

1
,9

7
3

学
校

給
食

費
徴

収
金

77
,4

94
,1

18

杵
島

地
区

畜
産

振
興

協
議

会
補

助
金

64
,8

90

有
明

東
小

有
明

西
小

有
明

南
小

有
明

中
合

計

合
計

3
3
5

4
3

45
1,

70
2

27
1

コ
ロ

ナ
影

響
給

食
食

材
販

売
収

入

運
営

管
理

費
10

5,
24

1,
0
56

37
1,

83
9

29
8,

13
9

30
5,

97
4

29
5,

11
8

35
4,

94
5

1
0
6
,8

6
7
,0

71

食
材

費
50

,7
46

,2
42

12
,7

60
,4

88
6,

86
5,

61
6

6,
93

8,
70

8
5,

91
8,

08
8

13
,1

48
,0

88

評
価

　
学

校
給

食
を

提
供

す
る

こ
と

に
よ

り
、

児
童

・
生

徒
の

心
身

の
健

全
な

発
達

に
資

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

栄
養

教
諭

が
各

学
校

を
定

期
的

に
訪

れ
児

童
生

徒
を

指
導

す
る

こ
と

で
、

学
校

給
食

を
通

じ
、

子
ど

も
た

ち
が

食
に

関
す

る
正

し
い

知
識

と
望

ま
し

い
食

習
慣

を
身

に
付

け
る

こ
と

が
で

き
た

。

判 定
A

　
学

校
給

食
セ

ン
タ

ー
他

５
調

理
場

に
対

応
し

た
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

対
応

マ
ニ

ュ
ア

ル
及

び
異

物
混

入
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
つ

い
て

、
令

和
６

年
度

に
新

た
に

稼
働

す
る

学
校

給
食

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

も
対

応
可

能
な

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

な
る

よ
う

見
直

す
必

要
が

あ
る

。

9
6
,3

77
,2

3
0

合
　

　
計

15
5,

98
7,

2
98

13
,1

32
,3

27
7,

16
3,

75
5

7,
24

4,
68

2
6,

21
3,

20
6

13
,5

03
,0

33
2
0
3
,2

4
4
,3

01



第
4

章
第

1
節

（
）

1
事

業
概

要
白

石
町

の
学

校
教

育
の

振
興

を
図

る
た

め
白

石
町

教
育

研
究

会
に

補
助

金
を

交
付

す
る

。
～

白
石

町
教

育
研

究
会

の
活

動
内

容
～

白
石

町
内

小
中

学
校

相
互

の
連

絡
を

密
に

し
、

町
教

育
の

振
興

を
図

る
・
校

長
・
教

頭
の

職
務

並
び

に
職

員
相

互
の

研
修

・
児

童
・
生

徒
の

文
化

・
生

活
・
体

育
向

上
の

た
め

の
各

種
教

育
活

動
・
町

教
育

振
興

の
た

め
の

研
究

調
査

・
教

育
関

係
機

関
と

の
連

絡
・
連

携
及

び
教

育
振

興
に

つ
い

て
の

各
種

教
育

活
動

　
な

ど

2
事

業
実

績

（
主

要
行

事
）

※
白

石
・
福

富
・
有

明
小

学
６

年
生

交
流

会
中

止
（
コ

ロ
ナ

禍
）

※
校

長
・
教

頭
・
事

務
長

合
同

研
修

会
中

止
（
　

〃
　

）

Ａ
：
十

分
達

成
し

た

1
事

業
効

果
Ｂ

：
あ

る
程

度
達

成

Ｃ
：
達

成
が

不
十

分
で

あ
る

Ｄ
：
達

成
に

は
程

遠
い

2
課

題

計
5
7
6
,3

4
7

2
月

1
5

第
２

回
学

校
代

表
者

会
（
校

長
研

修
会

代
催

：
白

石
小

）

評
価

　
白

石
町

内
の

小
中

学
校

相
互

の
緊

密
な

連
携

の
も

と
各

学
校

の
特

色
を

生
か

し
な

が
ら

、
各

部
会

で
計

画
立

案
し

、
そ

れ
ぞ

れ
有

意
義

な
活

動
が

で
き

た
。

年
間

計
画

に
則

り
実

施
し

た
全

体
事

業
に

お
い

て
も

、
町

内
児

童
生

徒
へ

の
教

育
効

果
が

上
が

る
実

践
が

出
来

た
。

判 定
A

　
教

育
現

場
に

お
け

る
課

題
は

年
々

変
化

し
て

き
て

お
り

、
本

事
業

に
よ

る
補

助
が

、
そ

れ
ら

に
対

す
る

有
用

な
一

助
と

な
る

よ
う

な
内

容
・
取

組
み

と
し

て
活

用
い

た
だ

く
こ

と
が

本
事

業
の

趣
旨

の
一

部
で

あ
り

、
研

究
内

容
の

選
別

、
最

適
化

が
課

題
で

あ
る

。

杵
島

郡
教

科
等

研
究

部
会

（
白

石
中

）

事
務

費
事

務
用

品
（
1
0
,0

0
0
円

）
1
0
,0

0
0

1
2

月
8

新
た

な
課

題
研

究
会

（
公

開
授

業
・
講

義
：
北

明
小

）
体

育
費

中
学

校
体

育
部

へ
（
3
0
,0

0
0
円

）
3
0
,0

0
0

1
2

月
5

白
石

町
教

育
の

明
日

を
考

え
る

会
（
ふ

れ
あ

い
郷

）

④
　

教
職

員
の

資
質

・
能

力
の

向
上

（
最

終
予

算
額

）
6
5
5

内 　 　 　 　 　 容
研

修
費

新
た

な
課

題
（
G

IG
A

ス
ク

ー
ル

関
連

）
研

究
費

5
3
6
,3

4
7

校
内

研
究

助
成

費
（
1
1
校

×
3
0
,0

0
0
円

)
教

科
等

研
究

費
（
教

科
等

研
究

会
へ

の
補

助
：
1
5
6
,3

4
7
円

）
5

月
7

日
第

１
回

学
校

代
表

者
会

（
校

長
研

修
会

代
催

：
白

石
小

）
職

種
別

（
養

護
･特

別
支

援
）
部

会
費

（
1
0
,0

0
0
円

）
5

月
2
6

一
般

財
源

　
5
7
7

5
7
7

国
庫

県
費

地
方

債
そ

の
他

P13

令
和

３
年

度
 白

石
町

教
育

委
員

会
　

主
要

事
業

点
検

・評
価

シ
ー

ト
N

o
.8

　

事
業

名
白

石
町

教
育

研
究

会
補

助
事

業
担

当
部

署
学

校
教

育
課

　
学

校
教

育
係

白
石

町
総

合
計

画
基

本
構

想
個

性
豊

か
な

人
と

文
化

を
育

む
ま

ち
【教

育
文

化
の

向
上

】
基

本
計

画
個

性
豊

か
で

優
れ

た
人

材
の

育
成

（人
と

大
地

が
う

る
お

い
輝

く
豊

穣
の

ま
ち

）

財
　

　
源

　
　

内
　

　
訳

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
(単

位
：千

円
)

「
白

石
町

教
育

の
指

針
」

重
点

目
標

と
の

関
連

決
算

額



第
4

章
第

2
節

（
）

1
事

業
概

要
　

四
季

の
講

座
と

し
て

、
季

節
に

合
っ

た
生

涯
学

習
講

座
を

開
催

す
る

。

2
事

業
実

績
□

教
室

・講
座

の
開

催
円

（
う

ち
、

陶
芸

館
電

気
料

　
27

2,
39

3円
）

（単
位

：円
）

07
1

10
2 3 4 5 6 1 2 1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6

Ａ
：
十

分
達

成
し

た
1

事
業

効
果

Ｂ
：
あ

る
程

度
達

成

Ｃ
：
達

成
が

不
十

分
で

あ
る

Ｄ
：
達

成
に

は
程

遠
い

2
課

題

（コ
ロ

ナ
禍

中
止

）

1
0

親
子

で
ク

リ
ス

マ
ス

リ
ー

ス
作

り
教

室
1
2
月

1
2
日

8
組

（
1
8
人

）
IH

を
使

っ
た

エ
コ

キ
ャ

ン
ド

ル
作

り
1
2
月

1
6
日

3

評
価

　
こ

れ
ま

で
の

春
、

秋
２

回
の

講
座

に
限

ら
ず

、
四

季
の

講
座

と
し

て
年

間
通

し
て

、
各

係
趣

向
を

凝
ら

し
た

事
業

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

に
よ

り
開

催
で

き
な

い
事

業
や

時
期

も
あ

っ
た

が
、

前
年

比
で

２
割

ほ
ど

参
加

者
増

に
繋

が
っ

た
。

　
陶

芸
、

味
噌

づ
く
り

や
寄

せ
植

え
等

の
趣

味
性

の
講

座
を

開
く
こ

と
で

趣
味

づ
く
り

の
き

っ
か

け
や

実
用

的
な

講
座

を
実

施
で

き
て

い
る

。

判 定
A

　
 生

涯
の

趣
味

や
生

き
が

い
に

な
る

講
座

、
教

室
の

提
案

が
求

め
ら

れ
る

。
 　

参
加

多
数

の
場

合
は

抽
選

と
し

た
が

、
参

加
者

の
固

定
化

を
防

ぐ
た

め
に

も
今

後
は

未
経

験
者

を
優

先
す

る
必

要
が

あ
る

。

親
子

で
作

る
「
消

し
ゴ

ム
は

ん
こ

」
2
月

2
7
日

(日
)

（コ
ロ

ナ
禍

中
止

）

春
の

素
敵

な
寄

せ
植

え
3
月

1
0
日

(木
)

1
0

冬
わ

た
し

と
家

族
の

「
そ

う
ぞ

く
」
講

座
2
月

7
日

～
9
日

（
全

3
回

）
（コ

ロ
ナ

禍
中

止
）

親
子

で
「
ア

ー
ト

ク
ラ

フ
ト

作
り

教
室

」
2
月

2
3
日

(水
･祝

)

秋

家
族

を
お

も
て

な
し

手
作

り
ス

イ
ー

ツ
講

座
1
1
月

2
日

1
5

秋
の

陶
芸

教
室

　
1
1
月

1
1
日

～
1
2
月

4
日

（
全

4
回

）
7

本
格

味
噌

作
り

1
1
月

1
1
日

(木
),1

1
月

1
7
日

(水
),1

1
月

2
5
日

(木
)

2
5

オ
リ

ジ
ナ

ル
お

屠
蘇

づ
く
り

1
1
月

2
6
日

(金
)A

M
,P

M
2
回

実
施

7
ヨ

ー
ガ

教
室

1
1
月

2
7
日

(土
)

1
9

白
石

町
文

化
財

探
訪

1
1
月

1
7
日

(水
)

1
1

初
心

者
で

も
書

け
る

字
手

紙
年

賀
状

1
1
月

1
9
日

1
5

初
め

て
の

ス
マ

ホ
講

座
1
1
月

2
9
日

(火
)・

3
0
日

(水
)（

全
2
回

）

夏
夏

休
み

親
子

陶
芸

教
室

7
月

2
2
日

～
8
月

2
1
日

（
全

4
回

）
1
6

勾
玉

づ
く
り

体
験

8
月

3
・
4
日

(水
)（

３
会

場
で

実
施

）
4
5

苔
玉

づ
く
り

5
月

2
9
日

1
2

九
州

オ
ル

レ
　

～
唐

津
コ

ー
ス

～
5
月

2
9
日

（コ
ロ

ナ
禍

中
止

）

バ
ラ

が
主

役
の

寄
せ

植
え

5
月

2
2
日

(土
)

1
0

初
夏

の
素

敵
な

寄
せ

植
え

5
月

2
8
日

(金
)

1
58

需
用

費
35

5,
12

4
  
  
  
  
  
 

白
石

町
文

化
財

探
訪

5
月

1
4
日

(金
)

9

5
1
2

基
本

計
画

生
涯

学
び

楽
し

め
る

環
境

の
充

実

⑤
生

涯
学

習
ま

ち
づ

く
り

と
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
推

進
（最

終
予

算
額

）
65

4

内 　 　 　 　 　 容

　
住

民
に

求
め

ら
れ

る
生

涯
学

習
講

座
・教

室
を

提
案

し
、

地
域

の
方

た
ち

の
文

化
教

養
を

深
め

、
心

豊
か

な
人

づ
く
り

と
、

町
内

地
域

の
一

体
的

な
融

和
を

目
指

す
。

51
1,

12
4

単
位

：
人

科
　

　
目

決
算

額
令

和
３

年
度

内
　

　
　

　
　

　
容

期
　

　
　

日
参

加
者

数
報

償
費

15
6,

00
0

  
  
  
  
  
 

講 座 ・ 教 室

春

春
の

陶
芸

教
室

5
月

1
2
日

～
2
9
日

（
全

4
回

）

合
　

　
計

51
1,

12
4

  
  
  
  
  
 

（
人

と
大

地
が

う
る

お
い

輝
く
豊

穣
の

ま
ち

）

財
　

　
源

　
　

内
　

　
訳

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
(単

位
：千

円
)

「
白

石
町

教
育

の
指

針
」

重
点

目
標

と
の

関
連

決
算

額
5
1
2

国
庫

県
費

地
方

債

P14

令
和

３
年

度
 白

石
町

教
育

委
員

会
　

主
要

事
業

点
検

・評
価

シ
ー

ト
N

o
.9

　

事
業

名
講

座
・
教

室
の

開
催

担
当

部
署

生
涯

学
習

課
　

生
涯

学
習

係

白
石

町
総

合
計

画
基

本
構

想
個

性
豊

か
な

人
と

文
化

を
育

む
ま

ち
【教

育
文

化
の

向
上

】

そ
の

他
一

般
財

源



第
4

章
第

1
節

（
）

1
事

業
概

要
・ゆ

う
あ

い
教

室
の

開
催

（年
間

５
回

）
・館

内
お

は
な

し
会

の
開

催
（毎

月
第

２
・４

土
曜

日
）

・図
書

館
ま

つ
り

（１
１

月
）

・そ
の

他
図

書
館

イ
ベ

ン
ト

町
民

の
憩

の
場

及
び

学
習

の
場

と
し

て
、

地
域

に
親

し
ま

れ
る

図
書

館
を

目
指

し
、

町
民

の
要

望
に

こ
た

え
ら

れ
る

よ
う

な
図

書
館

づ
く
り

を
図

る
。

2
事

業
実

績
□

ゆ
う

あ
い

図
書

館
教

室
等

の
開

催
円

□
ゆ

う
あ

い
教

室
参

加
料

（9
月

の
み

）
円

（単
位

：
円

）
1
5

人

07 10
1
1

人
9

人

2
人

  
　

７
月

２
１

日
(水

)～
  
　

８
月

３
１

日
(火

)
  
１

０
月

３
０

日
(土

)

1
事

業
効

果
Ａ

：
十

分
達

成
し

た

Ｂ
：
あ

る
程

度
達

成

Ｃ
：
達

成
が

不
十

分
で

あ
る

Ｄ
：
達

成
に

は
程

遠
い

2
課

題

6
8
8

人

科
　

　
目

4
4

判 定
A

 　
町

内
読

み
聞

か
せ

団
体

も
高

齢
化

、
会

員
の

減
少

等
問

題
を

抱
え

な
が

ら
も

、
協

力
の

お
か

げ
で

図
書

館
行

事
は

開
催

で
き

て
い

る
。

  
 集

客
を

伸
ば

す
た

め
に

、
幅

広
い

年
齢

層
が

関
心

の
あ

る
内

容
を

選
定

し
実

施
す

る
。

固
定

客
の

他
に

新
規

の
図

書
館

利
用

者
を

増
や

す
た

め
に

図
書

館
Ｐ

Ｒ
や

利
用

し
や

す
い

環
境

を
整

え
必

要
と

さ
れ

る
情

報
提

供
に

努
め

る
。

人
3
0
0

図
書

館
ま

つ
り

(ゆ
う

あ
い

図
書

館
フ

ェ
ス

)
4

  
１

１
月

　
７

日
(日

)

 ブ
ッ

ク
リ

サ
イ

ク
ル

(２
２

９
人

)

(コ
ロ

ナ
禍

中
止

)

  
毎

月
第

２
・４

土
曜

日
（
８

・
２

月
は

中
止

。
６

・
７

・
９

・
１

１
月

は
１

回
）
　

年
間

１
６

回

 町
内

小
学

生
対

象

評
価

　
 お

は
な

し
会

・ゆ
う

あ
い

教
室

は
、

町
内

読
み

聞
か

せ
団

体
の

協
力

を
受

け
、

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
予

防
対

策
を

行
い

な
が

ら
、

開
催

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
　

 ま
た

、
町

内
小

学
生

を
対

象
と

し
た

G
o
T
o
ゆ

う
あ

い
図

書
館

ス
タ

ン
プ

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

は
、

好
評

で
貸

出
冊

数
・来

館
者

増
に

つ
な

が
っ

た
。

図
書

館
イ

ベ
ン

ト
と

ゆ
う

あ
い

館
利

用
団

体
と

併
せ

て
の

開
催

で
参

加
者

増
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。

～

決
算

額
9

18
,8

75
  
  
  
  
  
  

 牛
乳

パ
ッ

ク
を

使
っ

た

1

※
 3

・
４

は
延

べ
人

数
令

和
３

年
度

 ぬ
り

え
コ

ン
テ

ス
ト

( 
 ３

１
点

)
 お

宝
本

探
し

・本
の

お
楽

し
み

袋
(1

7袋
)貸

出参
加

者
数

合
　

　
計

　
　

５
月

２
８

日
(金

)
 春

の
講

座
「初

夏
の

素
敵

な
寄

せ
植

え
」

人

 燻
製

を
つ

く
ろ

う

期
　

　
　

日
教

室
内

容

 「
パ

タ
パ

タ
ふ

ね
を

つ
く
っ

て
あ

そ
ぼ

う
」

人
ス

タ
ン

プ
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
3

18
5

  
　

７
月

２
５

日
(日

)

（
最

終
予

算
額

）

内 　 　 　 　 　 容

46
,8

75 Ｇ
ｏ
Ｔ

ｏ
ゆ

う
あ

い
図

書
館

報
償

費 合
　

　
計

28
,0

00
  
  
  
  
  
  

 　
 ２

月
１

３
日

(日
)

46
,8

75
  
  
  
  
  
  

需
用

費

一
般

財
源

1

70
0

N
o
.1

0
　

事
業

名
ゆ

う
あ

い
図

書
館

教
室

等
の

開
催

担
当

部
署

生
涯

学
習

課
　

福
富

ゆ
う

あ
い

館
係

財
　

　
源

　
　

内
　

　
訳

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
(単

位
：
千

円
)

「
白

石
町

教
育

の
指

針
」

重
点

目
標

と
の

関
連

決
算

額
4
7

国
庫

県
費

地
方

債

46
⑤

生
涯

学
習

ま
ち

づ
く
り

と
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
推

進

そ
の

他

P15

令
和

３
年

度
 白

石
町

教
育

委
員

会
　

主
要

事
業

点
検

・評
価

シ
ー

ト

白
石

町
総

合
計

画
基

本
構

想

1
3
5

　
  
９

月
２

６
日

(日
)

 し
ば

か
り

ク
ン

を
作

ろ
う

  
１

１
月

１
１

日
(木

)
 秋

の
講

座
「本

格
味

噌
作

り
」

館
内

お
は

な
し

会

ゆ
う

あ
い

教
室

（工
作

教
室

）

個
性

豊
か

な
人

と
文

化
を

育
む

ま
ち

【
教

育
文

化
の

向
上

】
基

本
計

画
個

性
豊

か
で

優
れ

た
人

材
の

育
成

（
人

と
大

地
が

う
る

お
い

輝
く
豊

穣
の

ま
ち

）



第
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1
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（
）

1
事

業
概

要

2
事

業
実

績

0
7

≪
令

和
３

年
度

実
績

≫

N
o
.

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1
0

1
1

1
事

業
効

果
Ａ

：
十

分
達

成
し

た

Ｂ
：
あ

る
程

度
達

成

Ｃ
：
達

成
が

不
十

分
で

あ
る

Ｄ
：
達

成
に

は
程

遠
い

2
課

題

評
価

　
広

報
紙

に
「
家

庭
教

育
コ

ラ
ム

」
を

掲
載

す
る

こ
と

で
、

色
々

な
分

野
の

方
々

目
線

で
の

家
庭

教
育

に
つ

い
て

の
学

び
を

、
子

ど
も

の
い

る
世

帯
に

限
ら

ず
広

く
地

域
住

民
、

又
色

々
な

年
齢

層
の

方
々

に
見

て
い

た
だ

き
、

意
識

や
知

識
が

向
上

し
、

家
庭

教
育

へ
の

重
要

性
を

認
識

す
る

一
助

と
な

っ
た

。

判 定
A

　
毎

月
掲

載
の

た
め

、
執

筆
内

容
が

偏
ら

な
い

よ
う

に
、

ま
た

早
期

の
執

筆
者

の
選

定
、

依
頼

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、

今
後

、
広

報
紙

に
掲

載
し

た
コ

ラ
ム

を
小

冊
子

に
し

、
小

中
学

校
保

護
者

に
配

布
す

る
こ

と
で

家
庭

教
育

に
関

す
る

ア
ド

バ
イ

ス
が

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
き

た
い

。

3
月

号
溝

口
 　

京
子

民
生

委
員

･児
童

委
員

(主
任

児
童

委
員

)（
元

白
石

町
立

あ
か

り
保

育
園

長
）

ス
マ

イ
ル

　
笑

顔
っ

て
・・

4
月

号
百

武
　

　
博

文
森

の
体

験
塾

「
優

遊
」
子

ど
も

の
遊

び
研

究
所

　
主

宰
（
佐

賀
県

キ
ャ

ン
プ

協
会

）
子

ど
も

の
成

長
　

～
 遊

び
と

体
験

 ～

1
月

号
室

 　
英

理
子

医
療

法
人

至
慈

会
 高

島
病

院
 小

児
科

医
い

ろ
い

ろ
な

家
庭

が
あ

っ
て

い
い

2
月

号
稲

富
 ひ

と
み

日
本

習
字

講
師

教
育

は
自

他
共

栄

1
1
月

号
川

﨑
　

 光
春

元
白

石
高

等
学

校
長

伴
走

者
 褒

め
励

ま
し

て
 ゴ

ー
ル

ま
で

1
2
月

号
田

中
 　

知
子

子
育

て
応

援
サ

ー
ク

ル
は

ぐ
は

ぐ
代

表
自

分
で

考
え

,選
び

,行
動

で
き

る
子

ど
も

に

9
月

号
片

渕
 　

直
美

あ
り

あ
け

お
は

な
し

キ
ャ

ラ
バ

ン
代

表
（白

石
町

社
会

教
育

委
員

）
絵

本
文

化
で

生
き

る
力

を
！

1
0
月

号
川

﨑
　

 姿
子

保
健

師
（白

石
町

教
育

委
員

）
コ

ロ
ナ

禍
の

子
育

て
で

思
う

こ
と

タ
イ

ト
ル

7
月

号
稲

佐
　

 英
明

玉
泉

坊
住

職
（白

石
町

教
育

委
員

）
家

庭
学

習
と

基
本

的
な

生
活

習
慣

を
身

に
つ

け
る

に
は

・
・
・

8
月

号
白

石
 　

忠
明

佐
賀

県
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
（臨

床
心

理
士

）
家

族
と

と
も

に
育

つ
こ

こ
ろ

～
精

神
的

な
自

立
に

向
け

て
～

6
6

基
本

計
画

個
性

豊
か

で
優

れ
た

人
材

の
育

成

⑥
青

少
年

の
健

全
育

成
（
最

終
予

算
額

）
2
4
0

内 　 　 　 　 　 容

　
 家

庭
教

育
は

す
べ

て
の

教
育

の
出

発
点

で
あ

り
、

学
校

教
育

の
前

段
階

と
し

て
の

役
割

も
大

き
い

た
め

、
町

広
報

紙
に

「
家

庭
教

育
コ

ラ
ム

」
を

掲
載

す
る

こ
と

で
家

庭
、

地
域

に
お

け
る

子
育

て
や

親
子

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
重

要
性

を
説

く
。

（
単

位
：
円

）
科

　
　

目
決

算
額

報
償

費
6
5
,6

0
0

  
  
  
  
  
 

6
月

号
北

村
 喜

久
次

白
石

町
教

育
委

員
会

教
育

長
子

ど
も

達
に

“レ
ジ

リ
エ

ン
ス

”を

合
　

　
計

6
5
,6

0
0

  
  
  
  
  
 

掲
載

月
寄

稿
者

肩
書

き

（
人

と
大

地
が

う
る

お
い

輝
く
豊

穣
の

ま
ち

）

財
　

　
源

　
　

内
　

　
訳

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
(単

位
：
千

円
)

「
白

石
町

教
育

の
指

針
」

重
点

目
標

と
の

関
連

決
算

額
6
6

国
庫

県
費

地
方

債
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N
o
.1

1
　

事
業

名
家

庭
教

育
啓

発
事

業
担

当
部

署
生

涯
学

習
課

　
生

涯
学

習
係

白
石

町
総

合
計

画
基

本
構

想
個

性
豊

か
な

人
と

文
化

を
育

む
ま

ち
【教

育
文

化
の

向
上

】

そ
の

他
一

般
財

源



第
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第
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節

（
）

1
事

業
概

要

2
事

業
実

績

○
的

山
大

島
漁

村
民

泊
体

験
活

動
　

（
コ

ロ
ナ

禍
中

止
）

回 1 2 3 4

Ａ
：
十

分
達

成
し

た

1
事

業
効

果
Ｂ

：
あ

る
程

度
達

成

Ｃ
：
達

成
が

不
十

分
で

あ
る

Ｄ
：
達

成
に

は
程

遠
い

2
課

題
判 定

ー
　

 令
和

３
年

度
か

ら
は

、
“お

お
ど

ぼ
う

”を
育

て
る

と
い

う
理

念
か

ら
、

地
域

、
家

庭
、

学
校

み
ん

な
で

連
携

・協
同

し
、

“ひ
っ

き
ゃ

”で
“お

お
ど

ぼ
う

”を
育

て
る

と
い

う
理

念
へ

と
方

向
性

を
転

換
し

た
が

、
大

島
村

漁
村

民
泊

体
験

事
業

は
継

続
実

施
す

る
こ

と
で

野
外

、
自

然
体

験
教

育
を

行
う

こ
と

と
し

て
き

た
。

し
か

し
、

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

に
よ

り
、

県
外

で
の

活
動

が
制

限
さ

れ
る

中
、

令
和

４
年

度
は

実
施

可
能

な
事

業
を

模
索

し
実

施
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

漁
村

民
泊

体
験

８
月

18
日

(水
)～

20
日

(金
)

長
崎

県
平

戸
市

大
島

村

評
価

　
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
を

十
分

に
行

い
な

が
ら

実
施

す
る

方
向

で
体

験
活

動
を

計
画

し
た

が
、

感
染

拡
大

に
よ

り
前

年
度

に
引

き
続

き
事

業
の

中
止

に
至

り
、

令
和

３
年

度
の

事
業

効
果

を
見

極
め

る
こ

と
は

で
き

な
い

。

7月
28

日
(金

)
白

石
町

役
場

ア
イ

ス
ブ

レ
イ

ク
2回

目
8月

  
9日

(月
)

福
富

ゆ
う

あ
い

館
ア

イ
ス

ブ
レ

イ
ク

1回
目

7月
31

日
(土

)
福

富
ゆ

う
あ

い
館

⑥
青

少
年

の
健

全
育

成
（
最

終
予

算
額

）
1,

19
1

内 　 　 　 　 　 容

　
 青

少
年

の
健

全
育

成
を

積
極

的
に

推
進

す
る

た
め

に
、

地
域

の
人

た
ち

や
関

係
団

体
と

の
協

力
の

も
と

、
文

化
・野

外
活

動
、

自
然

体
験

活
動

を
行

う
。

　
 自

然
の

中
で

、
子

ど
も

達
が

た
く
ま

し
さ

と
自

主
性

を
学

び
、

友
情

を
育

み
、

資
質

を
高

め
、

白
石

町
の

青
少

年
リ

ー
ダ

ー
と

な
る

こ
と

を
目

指
す

。
○

体
験

活
動

（平
戸

市
的

山
大

島
）・

・・
町

内
小

学
校

４
～

６
年

生
の

希
望

者
（定

員
３

０
名

）に
、

漁
村

民
泊

体
験

活
動

を
中

心
と

し
た

体
験

学
習

活
動

を
行

う
。

　
 実

施
計

画
で

募
集

予
定

だ
っ

た
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
に

よ
り

事
業

実
施

の
中

止
に

至
っ

た
。

内
　

　
　

　
　

　
容

期
　

　
日

場
　

　
　

　
所

事
前

説
明

会

0
一

般
財

源

0
0

0

国
庫

県
費

地
方

債
そ

の
他

P17

令
和

３
年

度
 白

石
町

教
育

委
員

会
　

主
要

事
業

点
検

・
評

価
シ

ー
ト

N
o
.1

2
　

事
業

名
漁

村
民

泊
体

験
活

動
事

業
担

当
部

署
生

涯
学

習
課

　
生

涯
学

習
係

白
石

町
総

合
計

画
基

本
構

想
個

性
豊

か
な

人
と

文
化

を
育

む
ま

ち
【
教

育
文

化
の

向
上

】
基

本
計

画
個

性
豊

か
で

優
れ

た
人

材
の

育
成

（人
と

大
地

が
う

る
お

い
輝

く
豊

穣
の

ま
ち

）

財
　

　
源

　
　

内
　

　
訳

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
(単

位
：
千

円
)

「
白

石
町

教
育

の
指

針
」

重
点

目
標

と
の

関
連

決
算

額



第
4

章
第

2
節

（
）

1
事

業
概

要

R
３

年
度

計
画

・白
石

町
ス

ポ
ー

ツ
・健

康
増

進
の

ま
ち

づ
く
り

推
進

委
員

会
の

設
置

・白
石

町
ス

ポ
ー

ツ
・健

康
増

進
の

ま
ち

推
進

事
業

の
実

施

2
事

業
実

績

　
・
事

業
経

費
（単

位
：円

）

1
3

※
総

合
戦

略
課

「白
石

町
地

方
創

生
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

推
進

事
業

費
補

助
金

（１
０

０
万

円
）」

を
活

用
※

会
場

借
上

料
の

み
生

涯
学

習
課

で
支

出
※

記
念

品
代

に
つ

い
て

は
、

学
校

教
育

課
予

算
よ

り
支

出

Ａ
：
十

分
達

成
し

た

1
事

業
効

果
Ｂ

：
あ

る
程

度
達

成

Ｃ
：
達

成
が

不
十

分
で

あ
る

Ｄ
：
達

成
に

は
程

遠
い

2
課

題

評
価

　
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

拡
大

防
止

の
た

め
、

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
体

験
会

及
び

教
育

の
明

日
を

考
え

る
集

会
以

外
の

す
べ

て
の

ス
ポ

ー
ツ

行
事

等
を

中
止

し
た

こ
と

、
ま

た
、

推
進

委
員

会
の

設
立

が
で

き
な

か
っ

た
こ

と
等

に
よ

り
、

「白
石

町
ス

ポ
ー

ツ
・健

康
増

進
の

ま
ち

宣
言

」に
あ

る
行

動
計

画
の

新
た

な
取

り
組

み
、

実
施

検
証

が
で

き
な

か
っ

た
。

判 定
B

 　
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
る

ス
ポ

ー
ツ

行
事

等
の

内
容

や
運

営
方

法
の

見
直

し
、

ま
た

、
関

係
各

課
と

の
協

議
を

行
い

、
推

進
委

員
会

を
設

立
す

る
必

要
が

あ
る

。

⑦
生

涯
ス

ポ
ー

ツ
・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
の

振
興

（最
終

予
算

額
）

16
9

内 　 　 　 　 　 容

　
 町

民
全

て
が

健
や

か
で

心
豊

か
に

暮
ら

す
こ

と
を

願
い

、
ス

ポ
ー

ツ
・運

動
を

通
し

て
健

康
を

育
み

、
は

つ
ら

つ
と

元
気

で
活

力
の

あ
る

町
を

目
指

す
た

め
、

令
和

元
年

１
２

月
に

「白
石

町
ス

ポ
ー

ツ
・健

康
増

進
の

ま
ち

宣
言

」を
さ

れ
た

。
こ

の
宣

言
の

目
標

達
成

に
向

け
て

掲
げ

て
あ

る
宣

言
目

標
や

取
組

方
針

（行
動

計
画

）の
実

現
に

向
け

て
の

検
討

及
び

普
及

推
進

を
行

う
。

　
・
ス

ポ
ー

ツ
・健

康
増

進
の

ま
ち

づ
く
り

推
進

委
員

会
を

設
立

す
る

た
め

に
関

係
各

課
と

の
協

議
を

行
い

、
各

分
野

か
ら

の
意

見
を

取
り

入
れ

る
た

め
の

推
進

委
員

の
人

選
等

を
検

討
し

た
。

ま
た

、
各

課
の

現
在

取
り

組
ん

で
い

る
事

業
の

洗
い

出
し

等
も

行
っ

た
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

拡
大

に
よ

り
ス

ポ
ー

ツ
行

事
が

中
止

と
な

り
、

先
行

き
が

分
か

ら
な

か
っ

た
た

め
推

進
委

員
会

を
立

ち
上

げ
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
。

　
・
「ス

ポ
ー

ツ
・
健

康
増

進
の

ま
ち

宣
言

」の
普

及
推

進
事

業
の

一
環

と
し

て
「白

石
町

教
育

の
明

日
を

考
え

る
集

会
」を

開
催

し
、

サ
ガ

ン
鳥

栖
Ｕ

－
１

５
監

督
 森

惠
佑

氏
の

講
演

と
親

子
ふ

れ
あ

い
サ

ッ
カ

ー
教

室
を

実
施

し
た

。

科
　

　
目

細
　

節
決

算
額

使
用

料
及

び
賃

借
料

会
場

借
上

料
27

,2
10

  
  

  
  

  
計

27
,2

10
  

  
  

  
  

一
般

財
源

28
28

国
庫

県
費

地
方

債
そ

の
他

P18

令
和

３
年

度
 白

石
町

教
育

委
員

会
　

主
要

事
業

点
検

・
評

価
シ

ー
ト

N
o
.1

3

事
業

名
「ス

ポ
ー

ツ
・
健

康
増

進
の

ま
ち

宣
言

」の
普

及
推

進
担

当
部

署
生

涯
学

習
課

　
生

涯
ス

ポ
ー

ツ
係

白
石

町
総

合
計

画
基

本
構

想
個

性
豊

か
な

人
と

文
化

を
育

む
ま

ち
【教

育
文

化
の

向
上

】
基

本
計

画
生

涯
学

び
楽

し
め

る
環

境
の

充
実

（人
と

大
地

が
う

る
お

い
輝

く
豊

穣
の

ま
ち

）

財
　

　
源

　
　

内
　

　
訳

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
(単

位
：千

円
)

「
白

石
町

教
育

の
指

針
」

重
点

目
標

と
の

関
連

決
算

額



第
4

章
第

2
節

（
）

1
事

業
概

要
13

:0
0　

聖
火

ラ
ン

ナ
ー

ス
タ

ン
バ

イ

　
　

　
　

セ
レ

モ
ニ

ー
開

会
（M

C
）

13
:1

0　
町

長
挨

拶

13
:1

3　
県

知
事

挨
拶

13
:1

5　
フ

ォ
ト

セ
ッ

シ
ョ

ン

13
:2

0　
聖

火
リ

レ
ー

ス
タ

ー
ト

2
事

業
実

績

（
１

）
事

業
経

費
（
単

位
：
円

）
13

:3
5　

三
役

、
M

C
、

広
報

到
着

13
:3

7　
閉

会
セ

レ
モ

ニ
ー

（M
C

)

13
:3

8　
県

知
事

挨
拶

13
:4

4　
聖

火
リ

レ
ー

ゴ
ー

ル

　
　

　
　

 フ
ォ

ト
セ

ッ
シ

ョ
ン

13
:4

7　
町

長
閉

会
挨

拶

13
:5

4　
ラ

ン
ナ

ー
集

合
場

所
へ

14
:0

0　
終

了
解

散

コ
ロ

ナ
感

染
症

拡
大

防
止

の
た

め
急

遽
取

り
止

め
た

。

Ａ
：
十

分
達

成
し

た

1
事

業
効

果
Ｂ

：
あ

る
程

度
達

成

〇
町

民
の

特
別

な
体

験
の

場
と

な
り

、
東

京
2
0
2
0
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
及

び
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

へ
の

機
運

醸
成

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

コ
ロ

ナ
禍

の
な

か
、

多
く
の

Ｃ
：
達

成
が

不
十

分
で

あ
る

　
町

民
の

方
々

に
沿

道
で

観
覧

い
た

だ
き

、
ま

た
、

ゴ
ー

ル
地

点
の

道
の

駅
し

ろ
い

し
も

盛
況

で
、

町
の

活
性

化
に

つ
な

が
る

イ
ベ

ン
ト

と
な

っ
た

。
Ｄ

：
達

成
に

は
程

遠
い

　
2

課
題

〇
令

和
6
年

度
開

催
の

S
A

G
A

2
0
2
4
国

ス
ポ

・
全

障
ス

ポ
競

技
会

や
そ

の
大

会
に

関
連

す
る

イ
ベ

ン
ト

等
の

円
滑

か
つ

効
率

的
な

実
施

運
営

に
向

け
て

、
　

今
回

の
イ

ベ
ン

ト
開

催
で

培
っ

た
ノ

ウ
ハ

ウ
や

経
験

等
を

活
か

す
必

要
が

あ
る

。

評
価

判 定
A

職
員

1
1
8

計
2
1
3-

コ
ロ

ナ
に

よ
り

非
招

集

建
設

業
組

合
役

員
3
5

中
継

ポ
イ

ン
ト

設
営

・撤
去

4
0

警
備

、
交

通
誘

導
係

ス
ポ

ー
ツ

推
進

員
2
0

警
備

係

備
　

考

1
3
.使

用
料

及
び

賃
借

料
1
,3

8
6
,0

0
0

  
  
  
  

警
備

用
資

機
材

リ
ー

ス
料

計
1
,5

4
8
,3

0
7

  
  
  
  

G
O

A
L

道
の

駅
し

ろ
い

し
　

聖
火

ラ
ン

ナ
ー

走
路

ゾ
ー

ン
と

観
覧

者
ゾ

ー
ン

の
仕

切
り

と
し

て
警

備
用

資
機

材
（
リ

ー
ス

）
を

設
置

し
安

全
対

策
を

図
っ

た
。

　
聖

火
リ

レ
ー

の
出

発
・
ゴ

ー
ル

地
点

に
お

い
て

、
町

独
自

盛
り

上
げ

施
策

と
し

て
伝

承
芸

能
等

を
披

露
す

る
予

定
と

し
て

い
た

が
、

新
型

従
事

ス
タ

ッ
フ

人
員

数

内
　

容

1
0
.需

用
費

1
6
0
,9

3
1

  
  
  
  
  
 

運
営

ス
タ

ッ
フ

ユ
ニ

フ
ォ

ー
ム

（T
シ

ャ
ツ

）他
消

耗
品

　
東

京
2
0
2
0
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
及

び
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
令

和
3
年

度
開

催
に

伴
い

、
全

国
的

に
聖

火
リ

レ
ー

が
開

催
さ

れ
る

こ
と

に
な

っ
た

こ
と

か
ら

、
本

町
に

お
い

て
も

「
希

望
の

道
を

つ
な

ご
う

」
の

コ
ン

セ
プ

ト
の

も
と

、
令

和
３

年
５

月
９

日
（
日

）
に

聖
火

リ
レ

ー
を

開
催

し
、

東
京

2
0
2
0

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

へ
の

関
心

や
町

民
の

ス
ポ

ー
ツ

意
識

の
向

上
、

町
の

活
性

化
を

図
る

。
　

実
施

に
あ

た
っ

て
は

、
警

備
・
交

通
・
道

路
関

係
機

関
と

の
調

整
を

は
じ

め
、

協
力

団
体

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

募
集

、
関

連
イ

ベ
ン

ト
に

係
る

広
報

な
ど

、
聖

火
リ

レ
ー

の
安

全
か

つ
円

滑
な

運
営

の
た

め
に

万
全

な
準

備
体

制
確

保
に

努
め

る
。

（
最

終
予

算
額

）
1
,5

5
0

内 　 　 　 　 　 容

大
弘

寺
S
A

T
R

T

科
　

　
目

決
算

額

1
1
.役

務
費

1
,3

7
6

  
  
  
  
  
  
  

郵
送

料

交
通

指
導

員

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

(中
・
高

生
)

一
般

財
源 1
,5

4
8

⑦
生

涯
ス

ポ
ー

ツ
・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
の

振
興

1,
54

8
国

庫
県

費
地

方
債

そ
の

他

P19

令
和

３
年

度
 白

石
町

教
育

委
員

会
　

主
要

事
業

点
検

・評
価

シ
ー

ト
N

o
.1

4

事
業

名
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
聖

火
リ

レ
ー

開
催

事
業

担
当

部
署

国
民

ス
ポ

ー
ツ

大
会

・
全

国
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

大
会

推
進

係

白
石

町
総

合
計

画
基

本
構

想
個

性
豊

か
な

人
と

文
化

を
育

む
ま

ち
【
教

育
文

化
の

向
上

】
基

本
計

画
生

涯
学

び
楽

し
め

る
環

境
の

充
実

（人
と

大
地

が
う

る
お

い
輝

く
豊

穣
の

ま
ち

）

財
　

　
源

　
　

内
　

　
訳

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
(単

位
：
千

円
)

「
白

石
町

教
育

の
指

針
」

重
点

目
標

と
の

関
連

決
算

額

1
0
区

間
ラ

ン
ナ

ー
1
0
名

（
１

名
あ

た
り

約
1
8
0
ｍ

）

約
1
,8

0
0
ｍ



第
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章
第

2
節

（
）

地
方

債
の

名
称

：
合

併
特

例
債

1
事

業
概

要
そ

の
他

の
財

源
：
ス

ポ
ー

ツ
振

興
く
じ

助
成

金

●
国

民
ス

ポ
ー

ツ
大

会
　

（
R

6
.1

0
.5

～
R

6
.1

0
.1

5
）

本
競

技
　

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

（
成

年
男

子
）

　
R

6
.1

0
.1

2
～

R
6
.1

0
.1

4
で

き
る

よ
う

に
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
整

備
や

防
球

ネ
ッ

ト
改

修
工

事
を

実
施

す
る

。
　

白
石

町
総

合
運

動
場

デ
モ

ン
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

ス
ポ

ー
ツ

2
事

業
実

績
　

ソ
フ

ト
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
（
１

）
事

業
経

費
（
単

位
：
円

）
　

R
6
年

度
（
本

大
会

前
）

　
白

石
社

会
体

育
館

、
白

石
中

学
校

体
育

館
リ

ハ
ー

サ
ル

大
会

　
全

日
本

総
合

女
子

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

選
手

権
大

会
　

R
5
.9

月
頃

開
催

（
予

定
）

　
白

石
町

総
合

運
動

場

（
2
）
実

行
委

員
会

収
支

（
単

位
：
円

）
●

全
国

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
大

会
　

（
R

6
.1

0
.2

6
～

R
6
.1

0
.2

8
）

本
競

技
　

グ
ラ

ン
ド

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

（
視

覚
）

　
　

　
R

6
.1

0
.2

6
～

R
6
.1

0
.2

8
の

う
ち

2
日

間
　

　
　

白
石

町
総

合
運

動
場

リ
ハ

ー
サ

ル
大

会
　

　
調

査
費

　
グ

ラ
ン

ド
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
（
視

覚
）

　
　

　
R

6
.6

月
頃

開
催

（
予

定
）

　
白

石
町

総
合

運
動

場

－
＝

－
＝

Ａ
：
十

分
達

成
し

た

1
事

業
効

果
Ｂ

：
あ

る
程

度
達

成

〇
S
A

G
A

2
0
2
4
国

ス
ポ

・
全

障
ス

ポ
白

石
町

実
行

委
員

会
の

第
2
回

総
会

並
び

に
各

専
門

委
員

会
の

開
催

に
よ

り
、

基
本

的
な

計
画

等
を

策
定

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
Ｃ

：
達

成
が

不
十

分
で

あ
る

〇
P

R
グ

ッ
ズ

の
製

作
・
配

布
や

懸
垂

幕
・
横

断
幕

の
掲

示
、

学
校

訪
問

2
0
2
4
等

の
啓

発
活

動
に

よ
り

、
町

民
に

大
会

開
催

の
周

知
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。
Ｄ

：
達

成
に

は
程

遠
い

〇
グ

ラ
ウ

ン
ド

整
備

や
防

球
ネ

ッ
ト

改
修

工
事

を
実

施
し

、
競

技
会

場
施

設
の

万
全

な
整

備
が

で
き

た
。

　
2

課
題

〇
令

和
4
年

度
以

降
は

、
大

会
の

円
滑

な
運

営
に

向
け

、
各

専
門

委
員

会
に

お
い

て
多

種
多

様
の

要
項

等
の

制
定

に
つ

い
て

協
議

・
決

定
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
〇

広
報

紙
へ

の
掲

載
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
更

新
、

公
共

施
設

へ
の

啓
発

コ
ー

ナ
ー

設
置

な
ど

広
報

活
動

を
さ

ら
に

強
化

し
、

大
会

の
認

知
や

参
加

意
欲

の
向

上
を

　
図

る
必

要
が

あ
る

。

3
,9

4
2
,7

5
4
円

2
,0

5
0
,2

1
7
円

1
,8

9
2
,5

3
7
円

評
価

判 定
A

計
3
,9

4
2
,7

5
4

  
  
  
  

計
2
,0

5
0
,2

1
7

  
  
  

【
 町

負
担

金
 】

【
 支

出
済

額
 】

【
 次

年
度

繰
り

越
し

】

3
.予

備
費

-
  
  
  
  
  
  
  
  
 

　
【
会

場
】

　
【
競

技
】

広
告

啓
発

費
費

1
,1

8
5
,4

7
0

  
  
  

横
断

幕
、

懸
垂

幕
、

ネ
ッ

ク
ス

ト
ラ

ッ
プ

等
啓

発
グ

ッ
ズ

製
作

　
【
会

期
】

2
.開

催
推

進
費

1
,8

0
3
,6

5
6

  
  
  

6
1
8
,1

8
6

  
  
  
  

先
催

県
へ

の
視

察

3
.預

金
利

息
1
4

  
  
  
  
  
  
  
  
  

事
務

局
費

2
3
3
,6

0
1

  
  
  
  

記
録

用
カ

メ
ラ

、
郵

送
・切

手
代

、
フ

ァ
イ

ル
他

消
耗

品
　

【
会

場
】

　
【
競

技
】

2
.繰

越
金

4
0
7
,7

4
0

  
  
  
  
  
 

会
議

費
1
2
,9

6
0

  
  
  
  
  

各
専

門
委

員
会

開
催

時
の

お
茶

代
　

【
会

期
】

収
　

入
支

　
出

1
.町

負
担

金
3
,5

3
5
,0

0
0

  
  
  
  

1
.総

務
費

2
4
6
,5

6
1

  
  
  
  

　
【
会

場
】

　
【
大

会
】

19
.負

担
金

、
補

助
金

及
び

交
付

金
3
,5

3
5
,0

0
0

  
  
  
  

実
行

委
員

会
へ

　
【
会

期
】

計
1
2
0
,2

5
7
,1

0
0

  
  
 

　
【
会

場
】

1
2
.委

託
料

2
,6

4
0
,0

0
0

  
  
  
  

総
合

運
動

場
改

修
工

事
設

計
業

務
委

託
料

1
4
.工

事
請

負
費

1
1
4
,0

8
2
,1

0
0

  
  
 

総
合

運
動

場
整

備
工

事
、

防
球

ネ
ッ

ト
改

修
工

事

6
,6

7
2

基
本

計
画

生
涯

学
び

楽
し

め
る

環
境

の
充

実

⑦
生

涯
ス

ポ
ー

ツ
・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
の

振
興

（
最

終
予

算
額

）
1
2
0
,2

7
5

内 　 　 　 　 　 容

　
令

和
6
年

開
催

の
S
A

G
A

2
0
2
4
国

ス
ポ

・
全

障
ス

ポ
の

競
技

会
並

び
に

デ
モ

ン
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

ス
ポ

ー
ツ

や
リ

ハ
ー

サ
ル

大
会

な
ど

の
関

連
大

会
の

開
催

に
向

け
、

実
行

委
員

会
（
専

門
委

員
会

）
の

運
営

を
は

じ
め

、
先

催
県

の
情

報
を

も
と

に
、

県
や

関
係

競
技

団
体

等
と

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
円

滑
な

大
会

運
営

の
た

め
の

し
っ

か
り

と
し

た
準

備
を

行
う

。
ま

た
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
開

設
や

大
会

P
R

グ
ッ

ズ

　
【
競

技
】

　
【
会

期
】

科
　

　
目

決
算

額
内

　
容

　
【
会

場
】

の
製

作
・
配

布
、

学
校

訪
問

2
0
2
4
に

よ
る

体
験

学
習

な
ど

で
大

会
開

催
を

広
く
周

知
し

、
町

民
協

働
を

促
す

啓
発

活
動

も
強

化
す

る
。

　
【
競

技
】

　
競

技
会

場
施

設
で

あ
る

白
石

町
総

合
運

動
場

に
つ

い
て

は
、

大
会

競
技

選
手

や
そ

の
他

利
用

者
が

安
心

・
安

全
の

も
と

競
技

（
利

用
）

　
【
会

期
】

（人
と

大
地

が
う

る
お

い
輝

く
豊

穣
の

ま
ち

）

財
　

　
源

　
　

内
　

　
訳

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
(単

位
：
千

円
)

「
白

石
町

教
育

の
指

針
」

重
点

目
標

と
の

関
連

決
算

額
12

0,
25

7
国

庫
県

費
地

方
債

P20

令
和

３
年

度
 白

石
町

教
育

委
員

会
　

主
要

事
業

点
検

・評
価

シ
ー

ト
N

o
.1

5

事
業

名
国

民
ス

ポ
ー

ツ
大

会
・全

国
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

大
会

等
の

推
進

担
当

部
署

国
民

ス
ポ

ー
ツ

大
会

・
全

国
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

大
会

推
進

係

白
石

町
総

合
計

画
基

本
構

想
個

性
豊

か
な

人
と

文
化

を
育

む
ま

ち
【
教

育
文

化
の

向
上

】

そ
の

他
一

般
財

源

2
4
,7

8
5

6
8
,8

0
0

2
0
,0

0
0



第
4

章
第

3
節

（
）

1 2

1
2

1 2

個
性

豊
か

な
人

と
文

化
を

育
む

ま
ち

【教
育

文
化

の
向

上
】

基
本

計
画

地
域

文
化

の
伝

承
と

新
た

な
魅

力
の

創
出

（
人

と
大

地
が

う
る

お
い

輝
く
豊

穣
の

ま
ち

）

財
　

　
源

　
　

内
　

　
訳

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
(単

位
：千

円
)

「
白

石
町

教
育

の
指

針
」

重
点

目
標

と
の

関
連

決
算

額
そ

の
他

国
庫

県
費

地
方

債

⑧
郷

土
文

化
の

保
存

・
伝

承
と

芸
術

・
文

化
の

振
興

（最
終

予
算

額
）

1
1
,0

0
0

P21

令
和

３
年

度
 白

石
町

教
育

委
員

会
　

主
要

事
業

点
検

・評
価

シ
ー

ト
N

o
.1

6

事
業

名
須

古
城

跡
環

境
整

備
事

業
担

当
部

署
生

涯
学

習
課

　
生

涯
学

習
係

白
石

町
総

合
計

画
基

本
構

想

3
,9

2
2

一
般

財
源 3
,9

2
2

　
中

心
部

北
側

の
令

和
２

年
度

伐
採

範
囲

（
4
,0

0
0
㎡

）
の

除
草

。

委
託

料
須

古
城

跡
竹

等
伐

採
委

託
料

3
,9

2
1
,5

0
0

  
  

合
　

　
計

3
,9

2
1
,5

0
0

  
  

事
業

概
要

　
 須

古
城

跡
の

国
史

跡
指

定
を

目
指

し
、

第
一

段
階

と
し

て
詳

細
な

地
形

測
量

図
作

成
の

た
め

に
支

障
と

な
っ

て
い

る
中

心
部

小
丘

に
繁

茂
し

て
い

る
竹

の
伐

採
・
移

動
・
処

分
に

つ
い

て
、

令
和

２
年

度
よ

り
２

カ
年

計
画

に
て

事
業

を
実

施
す

る
。

計
画

の
２

年
目

と
な

る
令

和
３

年
度

は
、

中
心

部
小

丘
南

西
側

の
竹

の
伐

採
、

移
動

、
一

部
処

分
を

実
施

す
る

。

事
業

実
績

　
須

古
城

跡
中

心
部

中
段

南
西

側
の

1
,6

7
5
㎡

の
竹

伐
採

と
そ

の
処

分
。

同
南

西
側

斜
面

の
約

1
,9

8
0
㎡

枯
れ

竹
の

移
動

と
処

分
。

　
中

心
部

南
西

側
の

4
2
0
㎡

の
枯

れ
竹

の
移

動
。

評
価

　
道

路
・
民

家
側

に
存

在
す

る
高

木
樹

木
８

本
の

枝
打

ち
、

伐
採

、
処

分
。

事
業

経
費

（
単

位
：
円

）
科

　
　

目
細

　
　

節
決

算
額

須
古

城
跡

の
見

学
者

の
便

宜
も

図
る

こ
と

が
で

き
た

。
Ｄ

：達
成

に
は

程
遠

い

事
業

効
果

Ｂ
：
あ

る
程

度
達

成

　
 詳

細
地

形
測

量
の

主
な

対
象

と
な

る
重

要
な

遺
構

（
石

塁
・
横

矢
掛

り
・
竪

堀
）
や

南
西

側
の

腰
曲

輪
を

明
確

に
認

識
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
り

、
Ｃ

：
達

成
が

不
十

分
で

あ
る

判 定

内 　 　 　 　 　 容

A
課

題
 　

令
和

４
年

度
の

詳
細

地
形

測
量

委
託

ま
で

、
伐

採
し

た
箇

所
の

現
状

を
維

持
す

る
た

め
に

、
春

先
に

芽
を

出
す

新
竹

の
除

去
を

継
続

す
る

こ
と

と
、

令
和

５
年

度
以

降
の

確
認

調
査

を
実

施
す

る
に

際
し

て
、

既
に

伐
採

・
集

積
さ

れ
て

い
る

多
量

の
竹

の
搬

出
と

そ
の

処
分

方
法

の
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

Ａ
：
十

分
達

成
し

た



第
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第

1
節

（
）

1
事

業
概

要

2
事

業
実

績
開

催
日

程
開

催
日

令
和

３
年

１
２

月
５

日
（
日

）
①

　
受

付
・場

所
有

明
ス

カ
イ

パ
ー

ク
ふ

れ
あ

い
郷

　
自

有
館

ホ
ー

ル
（講

演
）

有
明

ス
カ

イ
パ

ー
ク

ふ
れ

あ
い

郷
　

芝
広

場
（親

子
ふ

れ
あ

い
サ

ッ
カ

ー
教

室
）

②
　

開
会

行
事

事
業

費
円

講
師

謝
金

　
　

あ
い

さ
つ

・来
賓

祝
辞

・教
育

功
労

者
表

彰
円

記
念

品
代

円
③

　
講

演
・親

子
ふ

れ
あ

い
サ

ッ
カ

ー
教

室
【同

時
開

催
】

※
地

方
創

生
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

推
進

事
業

（１
０

０
万

円
）を

活
用

　
　

講
師

：サ
ガ

ン
鳥

栖
U

-1
5監

督
　

森
　

惠
佑

　
氏

※
会

場
借

り
上

げ
料

2
7,

2
10

円
に

つ
い

て
は

、
生

涯
学

習
課

予
算

保
健

体
育

総
務

費
　

　
演

題
：「

サ
ガ

ン
鳥

栖
ア

カ
デ

ミ
ー

の
人

材
育

成
に

つ
い

て
」

　
 の

使
用

料
及

び
賃

借
料

よ
り

支
出

(ス
ポ

ー
ツ

・健
康

増
進

の
ま

ち
推

進
事

業
関

連
)

参
加

者
講

演
会

場
内

　
15

0人
（
別

途
オ

ン
ラ

イ
ン

参
加

）
　

　
親

子
ふ

れ
あ

い
サ

ッ
カ

ー
教

室
：サ

ガ
ン

鳥
栖

サ
ッ

カ
ー

ス
ク

ー
ル

コ
ー

チ
当

日
再

生
26

回
(各

校
内

研
再

生
を

含
む

)1
2月

中
に

34
回

再
生

。
　

　
※

親
子

で
楽

し
く
体

を
動

か
す

サ
ッ

カ
ー

教
室

親
子

ふ
れ

あ
い

サ
ッ

カ
ー

教
室

 6
0
人

　
　

対
象

：年
中

～
小

学
２

年
生

の
親

子
　

　
定

員
：親

子
３

０
組

（６
０

人
）

主
催

者
白

石
町

教
育

委
員

会
共

催
白

石
町

教
育

研
究

会
④

　
閉

会
行

事
白

石
町

ス
ポ

ー
ツ

協
会

　
　

謝
辞

1
事

業
効

果
Ａ

：
十

分
達

成
し

た

Ｂ
：
あ

る
程

度
達

成

Ｃ
：
達

成
が

不
十

分
で

あ
る

Ｄ
：
達

成
に

は
程

遠
い

2
課

題

※
最

終
予

算
に

つ
い

て
は

、
学

校
教

育
課

予
算

「
白

石
町

教
育

の
指

針
」

重
点

目
標

と
の

関
連

決
算

額
2
0

県
費

地
方

債
そ

の
他

一
般

財
源

20
⑨

　
教

育
行

政
（
教

育
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う
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お
い

輝
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穣
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A
 　

昨
年

に
引

続
き

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
を

考
慮

し
て

の
開

催
と

な
っ

た
。

ウ
ィ

ズ
コ

ロ
ナ

、
ア

フ
タ

ー
コ

ロ
ナ

を
念

頭
に

本
旨

で
あ

る
「将

来
の

本
町

教
育

の
方

向
性

に
つ

い
て

共
に

考
え

る
。

」と
あ

る
よ

う
に

多
く
の

町
民

に
参

加
い

た
だ

く
集

会
に

し
て

い
き

た
い

。

　
 今

年
度

の
集

会
も

、
令

和
元

年
１

２
月

議
会

で
の

「ス
ポ

ー
ツ

・健
康

増
進

の
ま

ち
宣

言
」の

議
決

を
受

け
、

ス
ポ

ー
ツ

・運
動

を
通

し
た

健
康

増
進

の
普

及
推

進
の

一
環

と
し

て
開

催
。

講
師

の
選

定
に

つ
い

て
は

、
今

年
８

月
に

『白
石

町
×

サ
ガ

ン
鳥

栖
「ス

ポ
ー

ツ
・健

康
増

進
の

ま
ち

」共
同

宣
言

』を
受

け
、

サ
ガ

ン
鳥

栖
協

力
の

も
と

サ
ガ

ン
鳥

栖
U

-1
5監

督
森

惠
佑

氏
よ

り
講

演
い

た
だ

き
、

同
時

開
催

と
し

て
「親

子
ふ

れ
あ

い
サ

ッ
カ

ー
教

室
」を

行
っ

た
。

サ
ガ

ン
鳥

栖
ア

カ
デ

ミ
ー

で
の

人
材

育
成

の
専

門
的

な
内

容
の

講
演

、
通

常
の

ス
ポ

ー
ツ

教
室

と
違

い
、

子
ど

も
達

だ
け

で
な

く
親

子
で

の
サ

ッ
カ

ー
教

室
と

い
う

こ
と

で
、

「ス
ポ

ー
ツ

・健
康

増
進

の
ま

ち
宣

言
」の

今
後

の
普

及
促

進
の

た
め

の
、

専
門

的
な

内
容

及
び

楽
し

く
ふ

れ
あ

い
体

を
動

か
す

こ
と

の
楽

し
さ

を
味

合
う

こ
と

の
で

き
る

集
会

と
す

る
こ

と
が

出
来

た
。

　
本

町
の

教
育

・文
化

・ス
ポ

ー
ツ

の
現

状
や

取
り

組
み

に
つ

い
て

周
知

し
、

町
民

の
皆

様
方

の
御

理
解

を
深

め
る

と
と

も
に

、
意

見
交

換
並

び
に

交
流

を
図

る
こ

と
で

、
将

来
の

本
町

教
育

の
方

向
性

に
つ

い
て

共
に

考
え

る
。
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1
事

業
概

要

2
事

業
実

績

　
準

備
委

員
会

（
５

回
）
、

総
務

・
組

織
部

会
（
各

４
回

）
、

学
校

運
営

部
会

（
３

回
）
　

合
計

 １
６

回
　

開
催

円 円 円 円 円

Ａ
：
十

分
達

成
し

た

1
事

業
効

果
Ｂ

：
あ

る
程

度
達

成

Ｃ
：
達

成
が

不
十

分
で

あ
る

Ｄ
：
達

成
に

は
程

遠
い

2
課

題

評
価

　
対

象
校

の
教

職
員

、
保

護
者

及
び

地
域

住
民

の
代

表
で

組
織

す
る

「
新

し
い

学
校

づ
く
り

準
備

委
員

会
」
で

、
開

校
す

る
た

め
の

具
体

的
な

事
項

に
つ

い
て

協
議

・
決

定
を

行
い

、
新

設
中

学
校

の
円

滑
な

ス
タ

ー
ト

に
向

け
た

準
備

が
で

き
た

。

判 定
A

　
令

和
６

年
４

月
の

新
設

白
石

中
学

校
開

校
に

向
け

て
、

ス
ム

ー
ズ

な
開

校
が

で
き

る
よ

う
引

き
続

き
令

和
５

年
度

ま
で

継
続

し
て

協
議

、
決

定
を

行
っ

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

　
ま

た
、

保
護

者
や

住
民

等
へ

の
周

知
を

図
り

、
理

解
を

得
な

が
ら

進
め

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。
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の
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の
格
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。
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６
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す
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め
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具
体

的
な

事
項

に
つ

い
て

協
議

、
決

定
を

行
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た
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〇
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Ａ
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中
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滑
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白

石
町

教
育

の
指

針
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重
点

目
標

と
の

関
連

決
算

額

⑩
　

小
中

学
校

再
編

に
関

す
る

取
組 A

　
令

和
６

年
４

月
の

新
設

中
学

校
開

校
に

向
け

て
、

学
校

と
密

な
調

整
を

図
り

な
が

ら
教

師
・
生

徒
た

ち
に

な
る

べ
く
負

担
が

か
か

ら
な

い
よ

う
な

工
程

を
組

む
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

コ
ロ

ナ
過

で
資

材
に

よ
っ

て
は

す
ぐ

に
入

手
す

る
こ

と
が

困
難

な
事

が
予

想
さ

れ
る

た
め

、
工

事
を

早
期

発
注

す
る

こ
と

に
よ

り
確

実
な

資
材

確
保

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

判 定

統
合

再
編

に
向

け
測

量
・
調

査
・
設

計
を

行
い

、
施

設
に

つ
い

て
は

教
室

不
足

に
対

応
す

る
た

め
の

増
築

、
改

修
の

ほ
か

、
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

、
ト

イ
レ

の
洋

式
化

な
ど

に
よ

り
、

安
全

安
心

な
教

育
環

境
の

整
備

方
針

が
決

ま
っ

た
。

ま
た

、
解

体
工

事
を

前
倒

し
し

た
こ

と
に

よ
り

、
令

和
4
年

度
か

ら
の

新
設

中
学

校
整

備
が

ス
ム

ー
ズ

に
行

え
る

と
と

も
に

工
程

的
に
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裕

が
で

き
た

。
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５ 評価委員の意見・評価  

 

白石町教育の指針

における重点 目標

（事業）について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

根本的なところであるが、２点検・評価の方法につい

て（P１）のスケジュールで内容説明に「教育委員会によ

る事務事業点検・自己評価」とあるが、まず係内、課内、

で点検されると思う。この教育委員会とあるが、教育委

員さんを含めたところでの具体的検討までされて、この自

己評価というのが出てきているのか。 

・７月１５日の件だと思うが、記載の仕方が悪いのか

もしれないが、この教育委員会によるというのは、各

課、各係での評価、自己評価となる。教育委員に評

価いただいたわけではなく、それぞれの係が昨年度

の結果を見直して評価をしている。 

 

昨年の評価に比べ自己評価が、ＢからＡとなった事業

が３つあった、「スクールカウンセラー配置事業」、「学校

給食事業」、「須古城跡環境整備事業」がＢからＡに上

がっている。この評価は、「十分達成できた。」もしくは、

「ある程度達成。」ということで、大変微妙なことだと思

う。本当にもう一生懸命やってきたからＡ、それはそれで

いいと思うが、３つの事業で、３年度頑張ったからＢからＡ

になったというようなものがあれば、評価のところで説明

はいただいたが、これだけは言っておこうというのがあれ

ばお聞かせ願いたい。この評価に書いているということで

あればそれはそれで結構です。 

・「豊かな心、健やかな体を育てる教育の推進」、スク

ールカウンセラー配置事業（Ｐ10） 

Ｂ評価からＡ評価とした理由については、この事業

は、委嘱者だけでするものではなく、学校教育課に

指導主事がおり、一緒に協働してやるものである。
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 指導主事が、非常に念密にスクールカウンセラーと

打合せ行い、例えば、不登校が減少したという事象

の確認は出来てないが、非常に指導主事がきめ細

やかに指導をし、説明の通り相談件数に関して非

常に増えている。一緒に非常にきめ細やかにスクー

ルカウンセラーと打合せをし、指導助言していただ

いていることからＡ判定にしている。また、令和４年

度についてもスクールカウンセラーの時間を増やす

ことができた。そういった令和４年度に対する実績も

踏まえてＡ判定にさせていただいた。 

 

・「豊かな心、健やかな体を育てる教育の推進」、学

校給食事業（Ｐ12） 

Ｂ評価からＡ評価とした理由については、令和３年

度は、白石町の学校給食センターより全国学校給

食甲子園に栄養教諭が自発的に地元産の食材を

使った献立を立てたメニューで全国大会に申し込み

をした。見事に準優勝となり、地元の食材を使った

給食、おいしい献立ということで、生徒にも食に関す

るＰＲ、関心を持つ機会になったと思う。そういった食

に関する関心を持つ機会が増えいうことでＡ判定と

させていただいた。 

 

  ・「郷土文化の保存・伝承と芸術・文化の振興」須古

城跡環境整備事業（Ｐ21） 

   本事業が令和２年度からの２か年計画となってお

り、令和２年度は、中心部北側の伐採を行い４，５０

０㎡を行った。令和３年度に残りの中心部南西部側

などの伐採に伴い終了した。見学者にも見やすくな

ったと好評であること、２か年に係る事業が終了した
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ということでＡ判定とさせていただいた。 

 

「確かな学力の育成と時代のニーズに対応した教育

の推進」、外国青年語学指導助手設置事業（Ｐ8） 

昨年もお尋ねしたが、小学校で英語の授業が始まり、多

忙となったことで、園への派遣に不安があったが令和３

年度も本年度も引続き訪問していただいている。子ども

達は非常に楽しんでその時間を過ごしており、異文化に

触れるという機会が、なかなかこういう地方では少ないた

め、是非そういう小さな機会だが続けていただきたい。 

 

  ・この事業については、昨年度も御意見いただいた。

現在３人いるＡＬＴについては、子ども達との交流が

大好きで、保育園、幼稚園へ出向きたいという意向

も強い。それで検討したところ、学校は長期休業が

あるが、保育園にはないため、ＡＬＴにもそういった時

間を活用して、なるだけ行くようにお願いした。今年

度も保育園にお声がけはさせていただいている。 

 

「確かな学力の育成と時代のニーズに対応した教育

の推進」、学校教育支援員配置事業（Ｐ6） 

学校教育支援員配置事業に関して、学校としては非常

に感謝をされているのでは思う。子ども達へのきめ細や

かな指導には欠かせない事業ではと感じている。ただ、

課題として、報酬、期末手当、通勤費用弁償等、個々で

の計算管理が必要となり、経理を担当する学校教育課

の負担がかなり大きくなっている。あまりにも複雑になり

すぎて、何か改善策はないか。 

・この令和３年度は４７名のスクールアシスタントを配

置した。なるだけ学校が使いやすい運用をしたことで
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事務が煩雑になっている。それは、令和２年度から

会計年度任用職員制度が導入されたためである。こ

れまで単純に勤務時間に時給を乗じて報酬を支払

いすればよかったが、例えば年間の勤務日数に応じ

ての年次有給休暇の付与、報酬平均を出したところ

での期末手当の計算等々が出てきた。４７人配置し

ているため４７通りの計算が出てきている。今後、令

和４年度は現行通り行っているが、令和５年度以降

は、例えば勤務形態を固定化する等で負担の軽減

を図りたいと思っている。ただそれが学校にとって活

用しにくくならないよう、学校の方とも相談しながら進

めていきたいと思っている。 

 

「教職員の資質・学力の向上」、白石町教育研究会

補助事業（Ｐ13） 

事業効果で、「また、白石町教育研究会実践発表会に

おける実践発表の内容は…」とあるが、令和３年度もや

はり研究発表会があったのか、令和２年度で終了したの

ではと記憶している。その辺調べていただき、終了してい

れば削除するなどしていただきたい。 

 

・確認不足でした。終了しているのではないかと思われ

るため、確認し削除すべきと判断した場合は、削除さ

せていただく。 

 

「豊かな心、健やかな体を育てる教育の推進」、学校

給食事業（Ｐ12） 

課題として「アレルギー対応の対応を図った。」とある

が、課題なので「図った」というのは「図る」とかの表現が

いいのではないか。今のままでは、それを行ったことにな
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り、「図るようにする。」とかであれば計画をされるわけで、

今後の対応となる。 

 

・課題という部分でこの表現はどうかと思われるた

め、再度確認し、修正したいと思う。 

 

会議冒頭の教育長挨拶でも分かり易い標記、説明と

いうことで、間違ったものが掲載されても駄目なため、もう

一度それぞれの事業の確認をいただければと思う。 

 


